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I　指定文化財保護事業

1国・県・市指定文化財（国指定16件、県指定21件、市指定133件、合計170件　国登録有形文化財2件）

指定文化財一覧表 1

N o 指定区 文化 財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所 在地 所　 有　 者 指定年月 日

1 国指定 史　　　 跡 龍岡城跡 1 ヶ所 田口 佐久市 S9且1

2 国指定 史　　　 跡 旧中込学校 1 ヶ所 中込 佐久市 S44．4．12

3 国指定 重要文化財 新海三社神社 三重塔 1 棟 田口 新海三社神社 M 40．8．28

4 国指定 重要文化財 紙本着色一遍上人絵伝　 巻第二 1 巻 野沢 金台寺 S 9．1．30

5 国指定 重要文化財 紙本墨書他阿上人 自筆仮名消息 1 軸 野沢 金台寺 S9．1．30

6 国指定 重要文化財 新海三社神社 東本社 1 棟 田口 新海三社神社 S 12．7．29

7 国指定 重要文化財 高良社 （旧八幡神社本殿） 1 棟 蓬田 八幡神社 S17．12．22

8 国指定 重要文化財 駒形神社本殿 （附　 棟札 4 枚） 1 棟 下塚原 駒形神社 S24．5．30

9 国指定 重要 文化財 福王寺の木造阿弥陀如来坐像 1 体 協和小平 福王寺 S25．8．29

10 国指定 重要文化財 六地蔵憧 1 基 入沢 佐久市 S36．3．23

11 国指定 重要文化財 旧中込学校校 舎 （附　 建築文書 3 点） 1 棟 中込 佐久市 S44．3ユ2

12 国指定 重要文化財 莫 山家住宅 2 棟 望月本町 真山純子 S 48．6．2

13 国指定 重要文化財 鉄　 鐘 1 ロ 跡部 藤沢平治 S 52．6」．1

14 国指定 天然記念物 岩村田 ヒカ リゴケ産地 1 ヶ所 岩村田 佐久市 T lO．3．3

15 国指定 特別天然記念物 ニホ ンカモシカ S 30．2．15

16 国指定 重要無形民俗文化財 跡部の踊 り念仏 1 つ 跡部 跡都踊り念仏保存会 H 12．12．27

1 県指定 史　　　 跡 三河田大塚古墳 1 基 三河田 柳沢　 茂 S 37．7ユ2

2 県指定 史　　　 跡 伴野城跡 1 ヶ所 野沢 大伴神社・佐久市 S 40．4．30

3 県指定 史　　　 跡 根井氏館跡 1 ヶ所 根 々井 正法寺 S 40．7．29

4 県指定 史　　　 跡 北高禅師墓碑 1 基 岩村田 龍雲寺 S 44．10．2

5 県指定 史　　　 跡 岩尾城跡 1 ヶ所 鳴瀬 個人 3 9 人 S 46且27

6 県指定 史　　　 跡 平賀氏城跡 1 ヶ所 常和城下他 個人 3 7 人 S 46且27

7 県指定 史　　　 跡 大井城跡 （王城 ・黒岩城） 2 ヶ所 岩村田 個人 3 4 人 S 46．5，27

8 県指定 史　　　 跡 五郎兵衛用水跡 1 路 望月・浅科 佐久市・建設省 S 58ユ2．26

9 県指定 県　　　 宝 木造阿弥陀如来坐像 1 体 岩村田 西念寺 S 34．11．9

10 県指定 県　　　 宝 刀 1 口 瀬戸 寺尾文孝 S 41．3ユ7

11 県指定 県　　　 宝 木造地蔵菩薩半蜘侍像 1 体 根 々井 正法寺 S 44．5．15

12 県指定 県　　　 宝 井出家座敷 1 室 臼田 井出　 卓 S 50．7．2 1

13 県指定 県　　　 宝 上官 寺梵鐘 1 基 田口 上官寺 S 52．3．3 1

14 県指定 県　　　 宝 鋳銅 箔鍍金花瓶 1 ロ 臼田 弥勒寺 S 61．3．27

15 県指定 県　　　 宝 版本大般若経 5 7 7巻 安原 安養寺 S6 3．3．24

16 県指定 県　　　 宝 貞禅寺 三重塔 1 基 前山 貞祥寺 H 4．9ユ0

17 県指定 県　　　 宝 木造阿弥陀如来及び両脇侍立像 3 体 安原 安養寺 H 6．8ユ5

18 県指定 県　　　 宝 貞祥寺惣 門及 び山門 2 門 前山 貞祥寺 H 15．4．21

19 県指定 天然記念物 広川原の洞穴群 1 1穴9 池 田口 禅昌寺 S5 1．3．29

20 県指定 天然記念物 王城 のケヤ キ 1 本 岩村田 荒宿十二社 S6 1．3．27

21 県指定 無形民俗文化財 湯原神社式三番 1 つ 湯原 蕩庶神社式三番保存会 S56．2．2

－1－



指定文化財一覧表2

N o 指定区労 文化財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

1 市指定 史　　　 跡 塩名田本陣跡 1 棟 塩名田 丸山　 憲一 S25ユ2」．

2 市指定 史　　　 跡 御馬寄古城跡 1ヶ所 御馬寄 山浦　 幸之助外 S25ユ2．1

3 市指定 史　　　 跡 土合一号古墳 1基 甲 金箱　　 保 S25．12．1

4 市指定 史　　　 跡 火の雨塚古墳 1基 桑山 寺尾　 福丸 S 25ユ2ユ

5 市指定 史　　　 跡 虚空蔵のろし場跡 1 ヶ所 矢島 八幡神社 S 25．12．1

6 市指定 史　　　 跡 舟つなぎ石 1 塩名田 S 25ユ2．1

7 市指定 史　　　 跡 野鳥除け柵跡 数ヶ所 御牧原 個人所有 S 35．8．15

8 市指定 史　　　 跡 大梅禅師墓碑 1 基 内山 正安寺 S45．10．1

9 市指定 史　　　 跡 鵜縄沢端一里塚東壌 1 基 岩村田 関口　 芳幸 S45．10．1

10 市指定 史　　　 跡 安原大塚古墳 1 基 安原 英多神社 S45ユ0．1

11 市指定 史　　　 跡 蛇塚古墳 1基 臼田 佐久市 S47．5．5

12 市指定 史　　　 跡 幸神古墳群 4 基 田口 新海三社神社 S47．5．5

13 市指定 史　　　 跡 西の窪 1 9 号古墳 1基 入沢 桜井　 やす S 47．5．5

14 市指定 史　　　 跡 北西ノ久保の石造塔婆群 1 群 岩村田 信州短期大学 S 49．12．1

15 市指定 史　　　 跡 正楽院の供養塔 1 基 平賀 長福寺 S 49．12．1

16 市指定 史　　　 跡 前山城跡 1 ヶ所 前山 個人 1 1 人 S 56．4．23

17 市指定 史　　　 跡 下吹上遺跡 1 ヶ所 協和 佐久市 S6 1且10

18 市指定 史　　　 跡 中山道 布施・望月　茂田井 佐久市 S6 1．9．10

19 市指定 史　　　 跡 王塚古墳 1 基 協和 比田井区 S6 1．9．10

20 市指定 史　　　 跡 瀧ノ峯古墳群 4 基 根岸 個人 6 名 S62．10．20

21 市指定 史　　　 跡 後沢遺跡 1ヶ所 小宮山 佐久市 S62．10．20

22 市指定 史　　　 跡 中山道一里塚跡 1 ヶ所 甲 山本　 武広 H 9．2．20

23 市指定 史　　　 跡 八幡宿本陣跡 1 ヶ所 八幡 小松　 勇夫 H 9．2．20

24 市指定 史　　　 跡 鬼山古墳 2 基 八幡　蓬田 依田　　 仁 H 16ユ1．24

25 市指定 有形文化財 矢島の五輪塔 1 基 矢島 宝泉寺 S 25ユ2．1

26 市指定 有形文化財 金台寺の鉦 1 口 野沢 金台寺 S 46．10ユ

27 市指定 有形文化財 竹田の鉦 （一） 1 口 竹田 工藤光吉 S4 6．10．1

28 市指定 有形文化財 竹田の鉦 （二） 1 日 竹田 工藤文武 S4 6．10ユ

29 市指定 有形文化財 五輪塔群 1群 塩名田 塩名田区 S47且1

30 市指定 有形文化財 相沢寺仏画 4 1面 臼田 相沢寺 S48．3．10

31 市指定 有形文化財 平賀村中善寺大般若経 6 0 0巻 平賀 中善寺 S49．12．1

3 2 市指定 有形文化財 下桜井村寛永の五人姐帳 1 冊 桜井 臼田　 繁雄 S49ユ2．1

33 市指定 有形文化財 永禄十一年上原筑前御恩御検地帳 2 冊 瀬戸 柳沢　　 譲 S49．12．1

34 市指定 有形文化財 平尾大社本殿 1 棟 上平尾 平尾大社 S 49．12ト1

35 市指定 有形文化財 取出町百番観音 100体一式 取出町 取出町区 S 49．12．1

36 市指定 有形文化財 桃源院木造地蔵菩薩坐像 1 体 南岩尾 桃源院 S 49．12ユ

37 市指定 有形文化財 田野口藩陣屋自記 3 7 2冊 下越 佐久市 S 50ユ1．22

38 市指定 有形文化財 湯原神社青銅鰐口 1 ロ 湯原 湯原神社 S 52．3．3 1

39 市指定 有形文化財 大宮諏訪神社青銅鰐口 1 口 入沢 大宮諏訪神社 S 52．3．31

40 市指定 有形文化財 信濃奇勝録版木 1 組 臼田 井出　　 敏 S 52．3．31

ー2－



指定文化財一覧表3

N o指定区 文化財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

41 市指定 有形文化財 滝秩父札所観音石仏 3 4 尊 湯原 湯原区 S53．2．17

42 市指定 有形文化財 水落観音町石石仏 1 3 尊 田口 水落山観音院 S 53．2．17

43 市指定 有形文化財 相沢寺平鉦 1 口 臼田 相沢寺 S 54，3．31

44 市指定 有形文化財 弥勤寺板碑 1基 臼田 弥勒寺 S 54．3．31

45 市指定 有形文化財 医王寺板碑 1基 臼田 医王寺 S 54．3．31

46 市指定 有形文化財 大沢村旧長命寺仁王堂應永在銘石柱 1 柱 大沢 長命寺 S 54且25

47 市指定 有形文化財 御魂代石 1基 田口 新海三社神社 S55．3．3 1

48 市指定 有形文化財 岩永秩父札所観音木像 3 4 体 平林 岩水区 S55．3．3 1

49 市指定 有形文化財 山の神石詞 1 基 御馬寄 御馬寄区 S56息1

50 市指定 有形文化財 石仏十王像 5 尊 御馬寄 御馬寄区 S56．＆1

5 1 市指定 有形文化財 暦應在銘板碑 1 基 中込 正楽寺 S57，3．1

52 市 指定 有形文化財 大宮諏訪神社石棒 1 本 入沢 大宮諏訪神社 S57．4ユ

53 市 指定 有形文化財 解体人形 1 体 田口 小林　 勝彦 S57．4ユ

54 市 指定 有形文化財 磨崖石仏群 5 基 三分 三分区 S58．3．25

55 市指定 有形文化財 堰の石像 1 体 下小田切 下小田切区 S58．3．25

56 市指定 有形文化財 大日宝塔 4 基 三分 遍照寺 S58．3．25

57 市指定 有形文化財 丸山家中世古文書 3 点 田口 丸山　 横太 S58ユ25

58 市指定 有形文化財 新海三社神社中世古文書 3 点 田口 新海三社神社 S58．3．25

59 市指定 有形文化財 小太刀古狐丸 1 振 入沢 日向　 広邦 S60．3．28

60 市指定 有形文化財 百番観音石仏群 1 0 0尊 春日 飯塚　 宗治 S61．9．10

61 市指定 有形文化財 市川家の石造大 日如来 1 体 布施 市川　　 豊 S61且10

62 市指定 有形文化財 城光院の石造庚申塔 1 基 望月 城光院 S 61．9．10

63 市指定 有形文化財 城光院の石造十王像 1 0 尊 望月 城光院 S 61且10

64 市指定 有形文化財 城光院の石造宝医院塔 4 基 望月 城光院 S 61．9．10

65 市指定 有形文化財 万治の石造大 日如来 1 体 協和 比田井良嗣 S 61且10

66 市指定 有形文化財 福王寺の石造庚申塔 1 基 協和 福王寺 S 61．9．10

67 市指定 有形文化財 福王寺の木造日光菩薩立像 1体 協和 福王寺 S 61．9ユ0

68 市指定 有形文化財 福王寺の木造月光菩薩立像 1 体 協和 福王寺 S 61．9．10

69 市指定 有形文化財 福王寺の木造雨宝童子立像 1体 協和 福王寺 S 61．9ユ0

70 市指定 有形文化財 福王寺の木造毘沙門天立像 1体 協和 福王寺 S 61且10

71 市指定 有形文化財 日輪寺跡の石造笠塔婆 1基 印内 印内区 S 61．9．10

72 市指定 有形文化財 天神の元禄の石造双体道祖神 1体 協和 天神区 S 61且10

73 市指定 有形文化財 入布施の石造片手合掌双体道祖神 1 体 布施 入布施区 S 61．9．10

74 市指定 有形文化財 牧布施の石造庚申塔 1 基 布施 牧布施区 S 61．9ユ0

75 市指定 有形文化財 地獄極楽図 2 軸 臼田 弥勤寺 S 62．3．25

76 市 指定 有形文化財 矢島道祖神 1 基 矢島 矢島区 S6 2ユ0．1

77 市 指定 有形文化財 龍雲寺の中世文書 3 8 点 岩村田 龍雲寺 S62．10．20

78 市指定 有形文化財 安善寺の中世文書 7 点 安原 安養寺 S62ユ0．20

79 市指定 有形文化財 安養寺の木造法燈国師僚像 1 体 安原 安養寺 S62．10．20

80 市指定 有形文化財 上直路遺跡出土遺物 一括 佐久市 S62．10．20
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指定文化財一覧表4

N o 指定区 文化 財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年 月日

8 1 市指定 有形 文化財 東一本柳古墳 出土遺物 一括 佐久市 S62．10．20

82 市指定 有形文化財 北西 ノ久保遺跡出土の埴輪 一括 佐久市 S62．10．20

83 市 指定 有形文化財 周防畑 B 遺跡 出土遣物 一括 佐久市 S 62．10．20

84 市指定 有形文化財 中道遺跡 出土 遺物 一括 佐久市 S 62．10．20

85 市指定 有形文化財 瀧 ノ峯古墳群 出土遺物 一括 佐久市 S 62．10．20

86 市指定 有形文化財 後沢遺跡 出土遣物 一括 佐久市 S 62 ユ0．20

87 市指定 有形文化財 入沢焼茶壷 1 点 下越 佐久市 S63．4ユ8

88 市指定 有形 文化財 大井法華堂修験 関係文書 859点 岩村 田 大井　 道也 H l．11．6

89 市指定 有形 文化財 木造愛染明王坐像および脇侍木造両界大日如来坐像 3 体 志賀 法禅寺 H lJ 1．6

90 市指定 有形文化財 物部の鋼印 1 個 常和 上原　 政彦 H 5．7．1

9 1 市 指定 有形文化財 蕨手刀 （わ らびてのた ち） 1 振 下越 佐久市 H 5．7ユ

92 市指定 有形文化財 ？帯具 1 組 下越 佐久市 H 5．7．1

93 市指定 有形文化財 山宮家中世古 文書 4 点 田口 山宮　 博子 H 8．5．1

94 市指定 有形文化財 旧大 沢小学校 1 棟 大沢 佐久市 H 8．6，6

95 市指定 有形文化財 長念寺の木造阿弥陀如来立像及び胎内文書 1 体 甲 長念寺 H 9．2．20

96 市指定 有形文化財 八幡神社 の算額 1 面 八幡 八幡神社 H 9．2．20

97 市指定 有形 文化財 八幡神社の瑞垣 門 1棟 八幡 八幡神社 H 9．2．20

98 市指定 有形文化財 八幡神社の随神 門 1棟 八幡 八幡神社 H 9．2．20

99 市 指定 有形文化財 八幡神社の本殿 1 棟 八幡 八幡神社 H 9．2．20

00 市指 定 有形文化財 龍岡藩高札場 1 棟 田口 佐久市 H 9．4．1

0 1市指定 有形文化財 日影堂百番観音 木像 臼田 医王寺 H 9．4ユ

02市指定 有形文化財 吉祥寺山門 1 棟 入沢 吉祥寺 H lO．4．1

03 市指定 有形文化財 薬 師堂薬 師三尊像 3 体 入沢 日向一族 H lO ．4．1

04 市指定 有形文化財 倉沢薬 師堂 服 石造軸如来触 加舎∩雄鮮閏瑚俳恥 1 棟 前山 貞禅寺 H lO ．4．30

05 市指定 有形文化財 正法寺多層塔 1 基 根々井 正法寺 H lO．12．28

06 市指定 有形 文化財 金剛力士像 2 体 田口 上官寺 H 11．4．1

07 市 指定 有形文 化財 泉龍 院浬磐図 1軸 中小田切 泉龍院 H 12．3．27

08 市 指定 有形文化財 磨崖青面金剛 1尊 田口 大工原一彦 H 14．3．6

09 市指定 有形文化財 新海三社神社中本社 ・西本社 2 棟 田口 新海三社神社 H 14．3．6

10 市指定 有形文化財 大富諏訪神社本殿 1 棟 入沢 大宮諏訪神社 H 15．3．6

11 市指定 有形文化財 三条神社本殿 1 棟 入沢 三条区 H 15．3．6

12 市指定 天然記念物 関所破 りの桜 1 本 甲 市 川　 恒世 S44．5．15

13 市指定 天然記念物 白山神社 イチヰの古樹 1 本 常和 白山神社 S45．10 ．1

14 市指定 天然記念物 野沢 町の女男 木 1 本 野沢 大伴神社 S46ユ0．1

15 市指定 天然記 念物 お神 明の三本松 1 本 上小田切 上小田切西区 S 47．5．5

16 市指定 天然記 念物 入沢風穴 1ヶ所 入沢 三石　 正長 S 48．3．10

17 市指定 天然記念物 チ ョウゲンボウ 伴野・鳴瀬 S 53．2．1

18 市指定 天然記念物 キレハエ ビラシダ 1 群 上小 田切 上小田切区 S 63ト11．2 1

19 市指定 天然記念物 山の神の コナ ラ群 1 群 春 日 春 日財 産区 H 9．3．14

20 市指定 天然記念物 小野山家のエ ドヒガン 1 本 春 日 小野山鹿 吉 H 9．3．14
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指定文化財一覧表5

N o 指定区 文化 財名 名　　　　　　　　　 称 員　 数 所在地 所　 有　 者 指定年月日

2 1市指定 天然記念物 蓮華寺のスギ 1 本 春 日 蓮華寺 H 9．3．14

22 市指定 天然記念物 大井家のエ ドヒガン 1 本 協和 大井　 誉敬 H 9．3．14

23市 指定 天然記念物 福王寺のヒイラギ 1 本 協和 福王寺 H 93．14

24市指定 天然記念物 勝手神社のケヤキの木 1 本 御馬寄 勝手神社 H 15．10．30

25市指定 天然記念物 黒沢家　 コナラ 1 本 湯原 黒沢家 H 16．2．13

26市指定 天然記念物 児落場峠天然カラマツ 1 本 入沢 佐久市 H 16．2．13

27市指定 名　　　 勝 坂月原 1 ヶ所 小田井 佐久市 S 53．2ユ

28市指定 無形民俗文化財 岩村田祇園におけるお船様祭 り 1 つ 岩村 田 荒宿区 S 58．9」．

29市指定 無形民俗文化財 岩下の踊 り念仏 1 つ 春 日 岩下踊り念仏保存会 S 61．9ユ0

30市指定 無形民俗文化財 根神社の式三番里 1 つ 春 日 根神社式三番里保存会 S 61且10

3 1市指定 無形民俗文化財 榊祭 1 つ 望 月 望月区 S 61．9．10

32市指定 無形民俗文化財 鳥追い祭 り 1 つ 上原 鳥追い祭り保存会 H 9．2．20

33市指定 無形民俗文化財 春 日本郷地区道：阻神祭 り 1 つ 春 日 春 日本郷地区 H lO．2．20

1 国登録 有形文化財 武重本家酒造及び武重家住宅 30 棟 茂 田井 武重　 徳衛 H 12．4．2 1

2 国登録 有形文化財 市川家住宅主屋と土蔵 2 棟 中込 市川平八郎 H 17息17

2　普及・公開事業

旧中込学校　入館者数　　9，662人

藤村旧宅　　入館者数　　1，932人

龍岡城五稜郭築城140周年記念事業　平成19年10月7日（田口小学校・であいの館・御台所・アイトピア臼田）開催

日田町誌　近世編　刊行

Ⅱ　埋蔵文化財事業

1　保護・保存事業

（1）記録保存

1）概要

開 発 原 因 者
調　 査　 実　 施　 数

報 告 書 刊 行
発　 掘 試　 掘 立　 会 整　 理 計

国

県

市

等

国 ・県 補 助 1 2 3 2

建 設 事 務 所 3 3 1 3 10 3

佐　 久　 市 9 15 7 3 3 1 3

個 人 ・民 間 企 業 4 32 19 5 州 5

合　　　　 計 17 知 2 7 13 10 7 13

原 因 者 負 担 16 1 1 2 7 11

国 ・県 補 助 1 ま） ∫ 2 郎 2
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2）発掘調査・整理作業

N o 遺 跡 名 調 査 面 積 所在地 事　　　　 業 備　　　　 考

1 戸坂遺跡Ⅳ・鳥坂城跡 170 n了 新 子 田 土 砂 採取 第 150 集　 戸坂 遺 跡 Ⅳ ・鳥坂城跡

2 東 五 里 田 遺 跡 Ⅲ 225 ni 野 沢 宅 地 造 成 第 15 1 集　 束五 里 田 遺跡 Ⅲ

3 野 沢館 跡 Ⅹ 120 Id 野 沢 県単緊急地方道路整備率葉一敗手中央線－ 第 153 集　 野沢 館 跡 Ⅷ ・Ⅸ ・Ⅹ

4 西 一 本 柳 遺 跡ⅩⅤ 320 Id 岩 村 田 店 舗 建設 第 154 集　 岩村田遺跡群　 西一本柳ⅩⅤ

5 北 一 本 柳 遺跡 Ⅳ 189 Id 岩 村 田 宅 地 造 成 第 158 集　 岩村田遺跡群　 北一本柳Ⅳ

6 西 一 里 塚 遺跡 Ⅱ 300 Id 平 塚 道 路 改 良 事 業 竪穴状遺構 1

7 富 浦 遺 跡 群他 3，400 mゴ 桜 井 平鹿19年度図補遺路改良事業（国）1 4 2 号 住居址 20 ・土坑 18 ・溝址 5 ・ピッ ト120

8 西 一 本 柳 遺 跡ⅩⅣ 2，746 Id 岩 村 田 街 路 整 備事業 （原 1 号 線 ） 住居址18 ・掘立柱建物址3・土坑5 ・溝址5 ・ピット

9 西 八 日町 遺 跡 Ⅳ 8 18 Id 岩 村 田 土 地 区画整理事 業 住居址25 ・掘立柱建物址9 ・土坑 ・湛址1 ・ピット

10 下 原 遺 跡 360 Id 三 河 田 地方道路整備交付金事業市道S14－18 （今井北線）

11 下宮原遺跡・周防畑追跡群 600 1ポ 長 土 呂 地方特定道路整備事業市道S1－210 （近津東根） 住居址 2 ・土坑 4 ・港址 1 ・ピッ ト8

12 西 近 津 遺 跡 Ⅳ ・Ⅴ 1，140 Id 長 土 呂 地方特定退路整備事業T「i遺S1－101 （森下1） 住居址10 ・」ニ坑32・溝址10 ・ピット152・竪穴状遺構1

13 馬 瀬 口 遺 跡 900 Id 瀬 戸 道 整 備 交 付金事業 住居址 8 ・溝址 5

14 金 井 坂 遺 跡 3，500 n i 春 日 遺路交付金単葉道路改良工事佐久市春日（東西幹線） 塚 3 ・石碑 群 ・石組階段

15 家 浦遺 跡 97 Iポ 下 小 田 切 道路 改良工事 土坑 9 ・港址 3 ・ピ ッ ト

16 龍 岡城 跡 800 rd 田 口 石 垣 修復 継続 中

17 龍 岡城 跡 Ⅱ 1，500 Id 田 口 プ ー ル撤 去 継続 中

3）整理作業

N o 遺跡名 所在地 事　　　　 業 備　　　　 考

1 市道遺跡 Ⅲ他 跡部 国道141 号臼田野沢バイパス拡張工事 第148 集　 市道遺跡Ⅲ・辻 ・俵田・西裏遺跡

2 反田遺跡 下小 田切 特別養護老人ホーム建設 第149 集　 小山崎遺跡群　 反田遺跡

3 北畑遺跡卜Ⅱ、北袈遺跡I 桜井 ・伴野 中部横断自動車道佐久南IC （仮称）建設 第155 集　 北畑遺跡 ト Ⅱ、北裏遺跡 I

4 大豆田遺跡 I ・Ⅱ 長土呂 地方道路整備臨時交付金事業〔市道2－5号線（常田線）〕 第156 集　 周防畑遺跡群　 大豆田遺跡 ト Ⅱ

5 寄塚遺跡群他 横和 県単進路改築事業（一）上原免久保縁佐久市今井（1） 第157 集　 寄塚遺跡群　 寄塚遺跡

6 市道遺跡 Ⅳ 三塚 国道 141 号線 4 車線化工事 第159 集　 三千束遺跡群　 市道遺跡Ⅳ

7 松の木遺跡Ⅳ 岩村田 浅間中学校建設 水田址

4）試掘・立会調査

N o 遺跡名 調査面積 開発面積 所在地 調査期 日 種別

1 周防畑遺跡群 37 16．8 Id 147 Id 長土呂 H 19．11．6 試掘

2 末周知 14 656 1ポ 4808 ．33 Iぜ 取手町 H 19．4．12 試掘

3 金井坂遺跡 1 400 Id 5570 0 Id 春 日 ・協和 H 19．4ユ9 ～ 27 試掘

4 馬瀬 口遺跡群 2 380 Id 9750 Id 新千田 ・瀬戸 H 19．5．23 － 29 試掘

5 根 々井居屋敷遺跡 2 176 n了 173 9 汀f 根 々井 H 19．5．30 ・31 ・6．4 試掘

6 岩村田遺跡群 101 208 1が 998 Iが 岩村田 H 19．5．7 試掘

7 筏室遺跡 1 126 Id 1323．17 Iが 安原 H 19．4 ．20 試掘

8 鳥坂城跡 1 170 Iが 235 Id 新子田 H 19．4 ．24 ・25 試掘

9 家浦遺跡 1 330 Id 3800 Iポ 湯原 H 19．4 ユ6 － 20 試掘

10 枇杷坂遺跡群 6 0 180 rd 1472．05 Id 岩村田 H 19．4．19 ・20 試掘

11 今井西 原遺跡 2 ・白山遺跡群 6 900 Id 8800 rd 今井 H 19．4．11 － 24 試掘

12 近津遺跡群 4 400 Iが 2340 Id 長土呂 H 19．4．12 ～ 18 試掘
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N o 遺跡名 調査面積 開発面積 所在地 調査期日 種別

13 濁 り遺跡 5 328．9 rd 2965 Iが 塚原 H 19．5．3 1 ・6．1 試掘

14 寺畑遺跡群 14 118．4 Iが 1811．47 Id 猿久保 H 19．5．2 1 試掘

15 中堰遺跡 1 298 Id 2782 rd 平賀 H 19且4 ・7 試掘

16 東五里田遺跡 6 224 n受 162 1 Id 野沢 H 19．6．5 試掘

17 未周知 15 310．2 Iが 2234．03 Id 中込 H 19．6．20 試掘

18 合浜田遺跡 1 318．4 Iが 2772．03 Id 根岸 H 19且18・20 試掘

19 上 ノ城遺跡 1 10 n了 200 Id 白田 H 19．7．5 試掘

20 長土呂遺跡群 33 630 Iが 2999 Iが 長土呂 H19，6．25・7ユ1・17・18 試掘

21 寺畑遺跡群 15 829．2 Id 16967．5 Id 猿久保 H19且14・16 ・29～31 試掘

22 平賀 中屋敷遺跡群 9 65 1ポ 450 ni 平賀 H 19．7．3 ・12，11 試掘

23 東五里田遺跡 7 434 汀f 1273 Id 野沢 H 19．7．9 ・11 ～ 13 試掘

24 東立科遺跡 2 702 Id 16100 1が 東立科 H 19．6．13 試掘

25 離 山遺跡 1 156 Id 938．74 Id 田口 H 19．7．23 試掘

26 前 田遺跡群 10 80 汀f 6 15．33 Iが 塚原 H 19．7．30 試掘

27 西一里塚遺跡群 6 58 Id 300 Id 平塚 H 19．7．23 試掘

28 長明塚遺跡 6 114 rd 890，94 Id 野沢 H 19．8．20 試掘

29 中反田遺跡群 1 5152．4 Iが 34042．95 Iが 田口 H 19．10．30－11．2・11．5～7 試掘

30 枇杷坂遺跡群 61 53 Iポ 603．4 Id 岩村田 H 19．10ユ6 試掘

31 枇杷 坂遺跡群 6 2 273 Id 1388 1ポ 岩村田 H 19．10．16 ・17 試掘

32 桟敷遺跡 6 192 汀f 1757 1が 安原 H 19ユ0．18 試掘

33 岩村 田遺跡群 102 211 Id 1113 Id 岩村田 H 19ユ1，9 ・10 試掘

34 栗毛坂遺跡群 42 130．8 Id 108 1．29 n了 岩村田 H 19．11．26 試掘

35 西近津遺跡群 8 202 Iが 1084 rd 長土呂 H 19ユ1．27 － 29 試掘

36 城下遺跡 2 457．8 rd 2 935．25 Iが 臼田 H 19．11．22 試掘

37 浅井城跡 4 87．3 Id 24 90 Id 新子田 H 19．12．12 試掘

38 滝遺跡 1 45 Id 1200 Id 湯原 H 19」．2．25 試掘

39 未周知 16 4 1 汀f 1400 Iが 小宮山 H 19．12ユ9 試掘

40 長土呂遺跡群 34 64．5 Id 699．59 Id 長土 呂 H 20．1．9 試掘

4 1 大 中沢遺跡 2 18 Id 2480 Id 大沢 H 19．12．26 試掘

42 下滝遺跡 1 82 Id 1040 Id 湯原 H 19．12．2 1 試掘

43 三枚平遺跡 A 他 30 Id 1840 fd 大沢 H 20．1．7 試掘

44 西の張遺跡 1 17 Id 500 1が 小宮山 H 19．12．20 試掘

45 西近津遺跡群 9 141．3 rd 634．91 Iが 長土呂 H 19ユ2．10 ・11 試掘

46 栗毛坂遺跡群 43 123．2 Id 1347ユ8 Iが 岩村田 H 20」．ユ6 試掘

47 岩村 田遺跡群 103 112 1d 1228．58 Id 岩村田 H 20．1．16 試掘

48 岩村 田遺跡群 104 140 Id 919 Id 岩村田 H 20，2．21 ・22 試掘

49 塚原屋敷添遺跡 2 267．3 汀f 222 1．66 Iが 平塚 H 20．2．12 試掘

50 未周知 17 1440 Iが 7632 rd 田口 H 20．3．24 － 28 試掘

5 1 枇杷坂遺跡群 63 4 98 Id 岩村 田 H 19且18 立会

ー7－



N o 遺跡名 調査面積 開発面積 所在地 調査期日　　　　 種別

52 蛇塚遺跡群 17 438．56 n受 安原 H 19．6ユ1 立会

53 久欄添遺跡 7 392 Iが 太 田部 H 19．6．12 立会

54 宮の上遺跡群 15 374 Id 横和 H 19．5．22 立会

55 野沢城跡 5 46 5．64 Iが 原 H 19．5．1 立会

56 西裏遺跡群 2 289．7 rd 伴野 H 19．4．23 立会

57 平賀 中屋敷遺跡群 10 375，37 Iが 平賀 H 19．7．3 立会

58 梨の木遺跡 6 465．6 1ポ 中込 H 19．5．31 立会

59 宮の上遺跡群 16 240 1が 横和 H 19．5，22 ・23 立会

60 道添遺跡 3 680．8 Id 塚原 H 19．7ユ2 立会

61 西赤座遺跡 12 254 Iが 岩村田 H 19．7．12 立会

62 栗毛坂遺跡群 44 210 Id 岩村 田 H 19．8．30 立会

63 香坂屋敷添遺跡 2 192．22 rd 香坂 H 19．9．10 立会

64 下信濃石遺跡 5 587．32 Id 岩村田 H 19．10．19 立会

65 家浦遺跡 1 330．67 Iが 下小田切 H 19．10．18 立会

66 上平遺跡群 2 90 汀f 南岩尾 H 19．11．2 8 立会

67 末周知 18 970 Iが 岩村田 H 19．10．29 ・11．5 ・15 ・20 立会

68 長土呂遺跡群 35 263 Id 長土 呂 H 20．1．16 ・2．22 立会

69 末周知 19 1750 Iが 甲 H 19．12．11 立会

70 滝の下遺跡 1 250 汀f 前 山 H 20．1．21 ・2．26 立会

7 1 地家遺跡 1 920 n了 大沢 H 20．1．8 ・10 立会

72 蛇塚遺跡群 18 270 Id 新千田 H 20⊥22 立会

73 周 防畑遺跡群 38 115 1．46 1が 長土呂 H 20．1．22 立会

74 原遺跡 2 400 汀f 臼田 H 20．2．21 ・2．25 立会

75 七 曲り下遺跡 2 860 rd 臼田 H 20．2．25 立会

76 平賀中屋敷遺跡群 11 575．5 1 Id 平賀 H 20．2．22 ・3．10 立会

77 長土呂遺跡群 36 249．37 Id 長土 呂 H 20．3．4 ・18 立会

2　普及・公開活動

（1）講座・説明会等

名　　 称 開　 催　 地 開　 催　 日 参　 加　 者 内　　　 容

第 2 8 回少 年 考古 学 教 室 馬 瀬 口遺跡 平 成 1 9 年 8 月 2 ・3 日 市 内小 ・高 生 48 名 発 掘 調査 体 験

まちづ く り講座 駒 込 公 民館 平 成 2 0 年 1 月 2 7 日 駒 込 区 民 7 0 名 駒 込 の歴 史

新 春 互 礼 会 ・講 演 会 千曲パークホテル 平 成 2 0 年 2 月 5 日 長野県繹営者協会佐久支部会員20名佐 久 の古 代 ロマ ン

ま ちづ く り講 座 佐久広域老人ホuム勝間園 平 成 2 0 年 2 月 2 0 日 入 園者 6 0 名 歴史講座 I 佐久の原始・古代を知ろう

（2）文化財課資料展示室利用状況

入場者数128名（市内115名、県内4名、県外9名）
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3　調査概要

1戸坂遺跡Ⅳ・鳥坂城跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

調査の概要

佐久市新子田戸坂1079－2

（株）井出組

土砂採取

平成19年5月21日～平成19年6月18日

170汀f（開発面積2351d）

林　　幸彦　佐々木宗昭
遜

戸坂遺跡Ⅳ・鳥坂城跡位置図（1：50，000）

戸坂遺跡は、佐久市新子田戸坂遺跡群の南西端に所在する。遺跡は、佐久平の北部に見られる諸河川の浸食によっ

て形成された「田切り地形」南東端の台地上に立地する。遺跡の眼下南方200mには香坂川と志賀川の合流地点がある。

合流地点から下流300mあたりは、潜岩と呼ばれている。かつて浅間山噴火に伴う軽石流の下には、基盤の岩石層が

あり志賀川の水が充溢していて遺跡の眼下に「志賀湖」が存在したことが戦国期の絵図に措かれている。その後戦

国末期から江戸初期にかけて、潜岩の開削作業が行われ、湖の干拓がなされたと伝えられている。

今回、株式会社井出組が土砂採掘を行うことになり、佐久市教育委員会が試掘調査を行なった。結果、試掘調査

により遺構が発見され、保護協議の後に記録保存目的の発掘調査を行う事となった。

周辺部には、志賀湖を取り囲むように数多くの遺跡が存在する。縄文時代の遺跡として南方の丘陵上に勝負沢・

中条峯・寄山遺跡が展開する。縄文前期～中期の集落址また包含層からはおびただしい数の土器・石答辞が出土し

ている。西方の田切台地上には高師町遺跡群があり、縄文前期～後期、弥生時代中期・後期、古墳～平安時代の土

器や石器が多量に表面採集されている。高師町遺跡群和田上南遺跡・馬瀬口遺跡では、弥生時代中期と平安時代の

集落址が調査されている。古墳は、志賀湖を臨む南方の発掘調査された寄山古墳、西方台地上に坪井正五郎の碑が

乗る和田上古墳がある。いずれも横穴式石室を内包する古墳である。

戸坂遺跡群は、戸坂遺跡I・Ⅱ・Ⅲ、供養塚I・Ⅱ、四ツ塚遺跡I・Ⅱが過去に調査されている。

縄文時代中期、弥生時代後期、古墳時代後期、奈良時代、平安時代それぞれの集落址が検出されている。今回調査

地点の南に接する戸坂遺跡Ⅱでは、縄文時代中期の竪穴住居址2棟と平安時代の竪穴住居址3棟、さらに、弥生時

代後期の環濠と思われる溝状遺構も発見されている。

調査の概要

○調査遺構一竪穴住居址1軒（平安時代？）溝状遺構5条。　○出土遣物一緒文土器、弥生土器、土師器、須恵器。
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2　東五里田遺跡Ⅲ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市野沢394－4

（株）泉鉄工

宅地造成

平成19年7月26日～平成19年8月27日

225Id（開発面積1，273Id）

林　　幸彦　佐々木宗昭

東五里田遺跡は、佐久市のほぼ中心の野沢にあり、千曲川の西約1kmの沖積氾濫原の堆積地に位置している。標

高は675mを測る。この付近は、野沢平とも呼ばれ千曲川および並流する片貝川の洪水・堆積・浸食により、両河川

の間に沖積微高地が形成されている。東五里田遺跡が所在する沖積地や片貝川西側の山地と台地上には、数多くの

遺跡がみられる。西側の山地と台地上では、旧石器時代の立科F遺跡、縄文時代の後沢遺跡・榛名平遺跡・中村遺跡・

滝の下遺跡等が調査されている。沖積低地からは、集落は確認されていない。弥生時代では台地上で中期・後期の

後沢遺跡・竹田峯遺跡・榛名平遺跡が調査されている。沖積微高地上では弥生時代の集落は知られていなかったが、

近年になって中道遺跡Ⅱや宮浦遺跡群・平馬場遺跡群で後期の竪穴住居址が確認された。さらに、本遺跡の野沢中

学校新築に伴う東五里田遺跡Iの調査では、佐久地方では稀な弥生時代前期の土器群と石器群が発見され、貴重な

資料を提示した。古墳時代～平安時代では、国道141号・142号築造事業や各種開発等に伴う調査によってこの沖積

微高地上で多くの集落が検出されている。

今回、株式会社泉鉄工が宅地造成を行うことになり、佐久市教育委員会が試掘調査を行った。結果、遺構が発見

されたため保護協議を行い、宅面は盛り土により基礎工事が遺構確認面まで達しない配慮をし、新設の道路部分に
対して記録保存目的の発掘調査を行う事となった。

調査の概要

弥生時代後期、奈良・平安時代の遺構・遺物が検出された。東五里田遺跡の集落が野沢中学校敷地から南方の本調
査地点にまで拡がっていることが確認できた。

○調査遺構

竪穴住居址3軒（奈良時代1、平安時代1、不明1）、土坑2基、溝状遺構2条、ピット36基。

その他試掘調査時に3軒の竪穴住居址と1基のピットが検出された。

○出土遺物

弥生土器、土師器、須恵器、二彩陶器、石器、北宋銭。
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3　野沢館跡Ⅹ

所　在　地　佐久市野沢字居屋敷41－4他

調査委託者　佐久建設事務所

開発事業名　県単緊急地方道路整備事業一取手中央線一

調査期間　平成19年7月30日～8月21日

調査面積120Iが（開発面積1，600Iが）

調査担当者　森泉かよ子　林　　幸彦

経過と立地

野沢館跡は、佐久市中央を北流

する千曲川左岸の低河岸段丘にあ

り、標高は675m内外を測る。

平安時代末から中世にかけて営

まれた居館跡である。野沢館跡は

昭和40年に「伴野城址」として

県史跡に指定されている。

平成17・18年に緊急地方道路整

備事業、取出中央線（佐久市野沢

本町）が計画され、道路工事によ

り遺跡の破壊が余儀なく、発掘調

査を行った。

平成19年は昨年の調査区の南

に続く道路整備事業が計画された。

発掘調査は佐久建設事務所の委

託を受け、佐久市教育委員会文化

財課が実施することとなった。

調査の概要

検出遺構　溝　址　　　　4本

土　坑　　　11基

単独ピット　　65個

出土遺物

中　世　かわらけ・内耳鍋

青磁・陶器

近　世　陶器・磁器

寛永通賓・銅製品

中　世　石臼・茶白・石鉢

凹石

今回の調査では、中世土坑と単

独ピットが検出された。

中世の遺構と近世甲州街道の家

並に伴う遺構が確認できた。

遺物では古瀬戸の卸皿や平椀、近世

鉄粕小椀など中世の遺物がある。

④ 野沢館跡Ⅹ位置図（1：50，000）
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4　岩村田遺跡群　西一本柳遺跡ⅩⅤ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田常木上2329番1

株式会社　彩工舎

店舗兼貸店舗新築工事

平成19年6月8日～平成19年7月5日（現場）

平成19年6月12日～平成20年3月28［］（室内）

320Iが

上原　学
西一本柳遺跡ユⅣ位置図（1：50，000）

経過と立地

岩村田遺跡群は南方を西流する削佑岸の段丘上に位置し、南西に向かって緩やかに傾斜する。標高は690m内外

を測り、湯川との比高差は21mである。周辺の地盤は北に聾える浅間山の降下火山灰と砂礫層で水はけもよく安定

しており、古くから生活の場として広く利用されていた。遺跡群内ではこれまでに14回の本調査が行われ、弥生時
代から中世の遺跡密集地域として知られている。

今回、彩工合による店舗兼貸し店舗の新築工事が行われることとなり、試掘調査を実施した。結果、多くの遺構が

認められたことから、開発主体者と協議を重ね、遺構の破壊が予想される建物部分の発掘調査を実施する運びとなっ
た。

調査の概要

弥生時代から平安時代の竪穴住居址、掘立柱建物址、土坑、構跡、ピットの調査を行った。320Idに多くの遺構が

存在することから切りあい関係が激しい状態であった0遺物は弥生～平安時代の土器・石製品、奈良・平安時代の鉄
製品・羽口等が出土した。

○検出遺構　竪穴住居址18（弥生～平安）、掘立柱建物址3、土坑5、溝跡5、ピット

○出土遺物　土器（弥生・古墳・奈良平安）、石製品（弥生～平安）、羽口・鉄製品（奈良平安）

←H17号住居址出土弥生土器「聾」
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所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

5　北一本柳遺跡Ⅳ

佐久市岩村田字北一本柳2007－1、2008－1、2008－2

ミヤモリ不動産株式会社

宅地造成

平成19年12月3日～12月14日（現場）
189Id

出澤　　力 ‡一軍
北一本柳遺跡Ⅳ位置図（1：50，000）

北一本柳遺跡Ⅳは佐久市岩村田地籍、東西に流れる湯川の北岸の台地上に位置し、標高695m内外を測る。台地の

縁辺から北側に向かい低地状に落ち込んでゆく部分に遺跡は存在し、台地上を東西に展開する遺跡群の北端となる。

遺跡周辺は佐久市内でも有数の遺跡密集地であり、これまでも数多くの発掘調査が行われてきた。昭和43年に宅

地造成に伴う東一本柳遺跡の調査が行われており、古墳時代後期の住居址5軒を確認した。昭和46年には杏葉・辻金具・

鉄製轡などの馬具、玉類といった多様な副葬品が発見された東一本柳古墳の発掘調査が行われている。

また平成以降、新幹線駅周辺の開発、国道141号線バイパスの開通などにより遺跡周辺は開発が進み、それに伴い

発掘調査が多く行われている。西一本柳遺跡では平成3年以降、平成19年現在までで第14次までの調査が行われて

おり、弥生から平安時代にかけての住居址を多く認めている。今回調査された北一本柳遺跡では昭和47年に弥生時

代後期の住居址7軒、平安時代の住居址10軒などを調査した北一本柳遺跡Iをはじめ、平成15年には弥生時代の鋼

釧（青銅製の腕輪）が出土した北一本柳遺跡Ⅱの発掘調査が行われている。また平成16年には昭和47年の北一本柳

遺跡の範囲を含む北一本柳遺跡Ⅲの調査も行われている。この濃密な遺跡分布の状況から、周辺は特に弥生時代中期

～後期、古墳時代における佐久地方の中核的な遺跡であると言える。

今回、対象地において宅地造成が行われることとなり、遺跡の有無を確認するために試掘調査が実施された。結果、

弥生時代の住居址、溝状遺構などの遺構が確認されたことから開発主体者と保護協議が行われ、対象地内に置いて遺

跡の破壊が懸念される擁壁設置予定部分と地盤改良が遺構確認面まで達する一部分、また道路部分において遺跡の記
録保存を目的とした発掘調査が行われることとなった。

調査の概要

今回の発掘調査で確認されたのは弥生時代の土器が出土する溝状遺構3条と時期不明のピットである。溝状遺構の

内一つに、幅約3・8mで底部に漏斗状の落ち込みを認めるものがあり、それについては周辺の展開する弥生時代後期

集落の環濠である可能性がある。出土遣物は溝状遺構から出土した壷・要・高杯・鉢等の弥生時代後期の土器がある。
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6　西一里塚遺跡Ⅱ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市平塚329－6外

佐久建設事務所

道路改築事業

平成19年9月27日～10月23日（現場）

平成19年10月19日～平成20年3月19日（整理）

300Id

羽毛田卓也
西一里塚遺跡Ⅱ位置図（1：50，000）

経過と立地

西一里塚遺跡群は根々井・平塚地籍に位置し、長土呂付近より湯川に向かって南下する帯状低地に挟まれた標高

684m内外の帯状徴高地と帯状低地が扇状に広がる台地上に展開する。

本遺跡群内では南方の餅田遺跡から昭和9年に土製紡錘車と土製勾玉が出土し、弥生時代から平安時代に至る遺跡

として古くから周知されていた。昭和47年度に餅田遺跡、昭和48年度には西一里塚遺跡の一部発掘調査が圃場整備

事業に伴い実施され、餅田遺跡では弥生時代後期以降の溝址3条、西一里塚遺跡では弥生時代後期以降の環濠と考え

られる溝址と弥生時代後期の竪穴住居址11棟、土坑7基、溝址6条等が調査されている。

今臥佐久建設事務所により県単道路改築事業（塩名田佐久線）が計画されたため、記録保存を目的とする発掘調

査を実施した。

調査の概要

今回調査対象地は改築される県道佐久塩名田線と県道小諸中込線の交差する北側部分である。7月23日に対象地を

試掘調査した結果、時代不明の溝状遺構1条が検出されたため、遺構が検出された地区を中心として調査を行った。

遺構

調査の結果、当初溝址と考えられた遺構は、フラットな床面を持つ竪穴状遺構1軒の南西部分であった。

検出された竪穴状遺構は、旧耕作土直下で検出され、弥生時代以降に成立したと考えられる暗褐色シルトを掘り込

んで構築されているため、平安時代以降の遺構と推測される。また本遺構内からの遺物の出土はなかった。
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所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

7　宮浦遺跡群他

佐久市三塚・桜井・伴野

佐久建設事務所

平成19年度国補道路改築事業

（国）142号佐久市佐久南拡幅（1）

平成19年4月16日～平成20年3月19日

3，4001d

小林　眞寿
宮浦遺跡群位置図（1：50，000）

経過と立地

今回調査を実施した宮浦遺跡I、北畑遺跡Ⅲは片貝川が形成した沖積地の微高地上に立地する。標高は650m代

後半～660m代である。現状は水田地帯であり、平坦であるが、旧地形は徴高地が複雑に展開しており、微高地上

は居住地域、低地部分は生産域（主として水田）として利用されていた可能性が強い。しかし、原始・古代の片貝

川は現状よりもかなり大規模な河川であったことが、近年の発掘調査により明らかとなっており、この地域の歴史

の再構築については、千曲川、片貝川の両河川の氾濫により浸食され、消滅した遺跡や、想像以上に地下深く埋没

した遺跡の存在についても、考慮する必要がある。

今回の調査は、佐久建設事務所による、国補道路改築事業（国）142号佐久市佐久南拡幅事業に先立ち実施した

試掘調査の結果に基づき、平成18年度に引き続き道路改築事業計画範囲内の遺跡の記録保存を目的におこなった
ものである。



8－1西一本柳遺跡刃Ⅴ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田2328・2329

佐久市都市計画課

都市計画道路3．3．3．号　原東1号線造成工事

平成19年4月16日～4月28日、

平成20年1月7日～1月14日

397Id

森泉　かよ子 西一本柳遺跡ⅩⅣ位置図（1：50，000）

経過と立地

岩村田遺跡群西一本柳遺跡は、佐久市岩村田地籍に所在し、東西方向に流れる

湯川右岸の台地上にある。都市計画道路3．3．3．号原東1号線が計画され、遺跡の

ほぼ中央を東西に貫通する道路である。道路工事により遺構の破壊が余儀なく、

平成18年度に埋蔵文化財発掘調査が開始され、西一本柳遺跡ⅩⅣとして西側より

漸次東に進めてきた。平成19年度は西一本柳ⅩⅣの平成18年度の未調査地点の

発掘調査を行った。

調査の概要

（4月調査）主な遺構

竪穴住居址　　　3棟（弥生後期－2棟、奈良－1棟）

掘立柱建物址　　3棟

土坑　　　　　　4基

溝址　　　　　　1本

単独ピット　　57個

主な出土埠物
弥生土器・土師器・須恵器

（1月調査）主な遺構

竪穴住居址　　　2棟（弥生中期－1棟、奈良－1棟）

掘立柱建物址　　3棟

土坑　　　　　　1基

溝址　　　　　　3本

単独ピット　14個

主な出土遺物

弥生土器、土師器、須恵器、扁平片刃石斧、土製錘
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8－2　東大門先遺跡Ⅱ

所　在　地　佐久市岩村田2071－1・2072－1

調査委託者　佐久市都市計画課

開発事業名　都市計画道路3．3．3．号　原東1号線造成工事

（小海線橋梁工事用地）

調査期間　平成19年9月26日～10月15日

平成19年10月26日～11月14日

調査面積1，078Id

調査担当者　森泉　かよ子
東大門先遺跡Ⅱ位置図（1：50．000）

経過と立地

東大門先遺跡Ⅱは、佐久市岩村田地籍に所在し、東西方向に流れる湯川右岸の台地上にある。岩村田市街地の南西、

標高700mを測り、湧紺1層を地盤としている。平成18年度は原東1号線道路用地分を調査し、古墳時代中期の住居址2棟、

奈良・平安時代の住居址6棟、掘立柱建物址12棟、土坑2基、溝1本、ピット124個を調査した。注目される遣物と

しては掘立柱建物址から青銅製の刀口金物が出土している。今年は北に連続する地点と小海線を挟んだ東側地点の発掘

調査を行った。JR小海線の橋梁工事のために遺跡が破壊されるからである。

調査の概要

主な検出遺構・遺物

竪穴住居址8棟（奈良・平安）、掘立柱建物址9棟

土坑4基、溝3本、ピット86個

土師器・須恵器・鉄製鉄斧・紡錘車・刀子・人骨

本調査では火事で焼け落ちたH9号住居址を調査した。

家屋が焼けた炭化材、利器として使っていた鉄製の鉄斧・

紡錘車・刀子、煮炊きの鍋とした土師器楽、食器として利

用した須恵器・土師器の杯が使っていた状態に近いまま出

土した。またD3号土坑からは人骨が1体があったが、伴

う遣物がないため時代は不明である。小海線の東側からは

幅150cmの南北方向の奈良時代の溝が延びている。この溝

は区画の溝とみられ東側は遺構が少し途絶え、西側には奈

良時代の竪穴住居址、掘立柱建物址がみられる。

東大門先遺跡Ⅱ全体図



8－3　西八日町遺跡Ⅲ

所　在　地　佐久市岩村田2130・2130－6・2130－12

調査委託者　佐久市都市計画課

開発事業名　都市計画道路3．3．3．号　原東1号線造成工事

調査期間　平成19年4月26日～8月7日

平成19年10月1日～10月25日

平成19年11月14日～平成20年1月7日

調査面積1，271汀f

調査担当者　森泉　かよ子・上原　学

′∴笠．－∴言

ド　∴・・・

西八日町遺跡Ⅲ位置図（1：50．000）

経過と立地

西八日町遺跡は東に流れる湯川を南に望む河岸段丘上にある。昭和48（1973）年に国道141号線のバイパス工事の際

に東に隣接する上の城遺跡が調査されている。古墳時代後期15棟、奈良平安時代34棟の竪穴住居址、131基の土坑、

7本の溝が検出されている。また本調査地点南の湯川を望む地点で西八日町遺跡Iの約5，000Iがの調査により、弥生時

代7棟（中期1棟）、奈良～平安時代139棟の竪穴住居址を検出している。本遺跡の南に隣接する西八日町遺跡Ⅱでは

部分的な調査であるが、竪穴住居址は11棟が検出され、弥生時代後期2棟、古墳時代後期2棟、平安時代4棟を確認した。

今回の旧営林署前の原東1号線の調査地点はかつて湯川の河岸であったため遺構の地盤は砂地である。

調査の概要

○主な遺構

竪穴住居址　　　48棟古墳時代後期3棟　奈良・平安45棟

掘立柱建物址　16棟

土坑　　　　　　3基（縄文時代陥穴1基）

溝　　　　　　　2条（一本の道路か）

ピット　　　　151個

○主な出土遣物

土師器・須恵器・和銅開弥・鉄製品（刀子・鎌）・石製品（紡錘車・砥石）

今回の調査では弥生時代の住居址はなく、古墳時代から平安時代の竪穴住居址を検出した。平安時代の竪穴住居址は

密集し、重なり、連続してここに居住していたようである。弥生時代の住居址はなく、台地の湯川側にみられた弥生時

代の集落は途切れることが確認できた。

H26号住居址（南より）
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1東端1月調査分（南より）

西八日町遺跡Ⅲ全体図
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9　岩村田遺跡群　西八日町遺跡Ⅳ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市岩村田2130－6・2130－4

佐久市建設部都市計画課

佐久都市計画事業岩村田相生町南土地区画整理事業

平成19年10月1日～平成20年3月26日

818Id

上原　学

紺ニー・ヰ∴遥
「∴三完洋一．斥

㌣「「」

西八日町遺跡Ⅳ位置図（1：50，000）

岩村田遺跡群は岩村田市街地を含む周辺地城に広く展開する弥生時代から中世の複合遺跡で、標高は693－732m

を測る。遺跡群内は遺跡の密集地域として知られ、周辺では数多くの発掘調査が行われている。調査対象地の北では

店舗建設に伴う柳堂遺跡の調査によって中世の遺構が、南方の台地端部では宅地造成に伴う調査によって弥生時代か

ら中世の遺構が発見されている。また、西方では東一本柳古墳・東一本柳遺跡・西一本柳遺跡・北一本柳遺跡等の多

くの調査が行われ、東一本柳古墳からは鉄製轡・金メッキを施した杏葉・辻金具・玉類等豪華な副葬品が出土している。

今回、区画整理事業が行われることとなり、遺跡の記録保存を目的として発掘調査を実施することとなった。

調査の概要

古墳時代から平安時代の竪穴住居址、掘立柱建物址、土坑、溝跡、ピットの調査を行った。対象地内には多くの遺

構が存在し、切りあいが激しい状態であった。遺物は古墳～平安時代の土器・石製品、奈良・平安時代の鉄製品、中

世の陶磁器等が出土した。

○検出遺構　竪穴住居址25（古墳～平安）、掘立柱建物址9、土坑、溝跡1、ピット

○出土遺物　土器（古墳・奈良平安）、石製品（古墳～平安）、鉄製品（奈良・平安）、陶磁器（中世）
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南区全景（東から）
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10　白山遺跡群　下原遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市三河田445－1他

佐久市建設部高速交通課

地方道路整備交付金事業市道S14－18号線（今井北線）

平成19年11月14日～平成20年3月24日

360Id

上原　学

ヽ・　　　－＿

琵

琶

下原遺跡位置図（1：50，000）

白山遺跡群は、北方の湯川及び南方の滑津川・千曲川に挟まれた台地西側に展開する弥生時代から中世の複合遺跡

で、標高は688m内外を測る。付近における近年の発掘調査としては、東側の現在高速道建設が行われている用地内

で竪穴住居址が、また高速道予定地と交差する県道拡幅に伴う寄塚遺跡では弥生時代中期後半・古墳時代前期等の遺

構・遺物が発見されている。

今回、道路改良工事が行われることとなり、試掘調査の結果を基に遺構の記録保存を目的として発掘調査を実施し

た。

調査の概要

調査の結果、中世と思われる竪穴状遺構・土坑・ピット・古代の住居址、時期不明の溝状遺構、掘立柱建物址等を

確認した。最も多い遺構は竪穴状遺構で1辺2m～4m程度のものが多く、鉄製品、陶磁器片、古銭等が出土した。

遺跡の南東には中世の館跡である今井城跡が所在することから関連性が伺われる。また、古代の住居址は古墳時代前

期が1軒認められた。中世の遺構に破壊されている箇所も多いが、状態の良好な器台・嚢等の土器が出土した。

○検出遺構　竪穴住居址（古墳時代前期）－1、竪穴状遺構（中世）－22、溝状遺構－3、土坑（中世他）－18

掘立柱建物跡－1、ピット

○出土遺物　土器（古墳～平安）、石製品（古墳～平安）、鉄製品（中世）、陶磁器（中世）、古銭（中世）、硯
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11下宮原遺跡・周防畑遺跡群

所　在　地　佐久市長土呂1056－2他

佐久市長土呂900－2他

調査委託者　佐久市建設部高速交通課

開発事業名　地方特定道路整備事業市道S1－210号線（近津東線）

調査期間　平成19年8月17日～平成20年3月28日

調査面積　700Id（開発面積2，400Iポ）

調査担当者　林　幸彦　佐々木宗昭

し∴F！．㍉去
：蔓、＿J

、：‘：三

下宮原遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

近津遺跡群下宮原遺跡は佐久市長土呂湧玉川左岸田切り台地上に所在し、小諸市境の市の北東部に位置している。

この付近は、浅間第一軽石流の堆積と浸食によって形成された田切地形が発達する。田切は南西方向に放射状に延び

ている。田切地形の台地上には、原始から中世の遺跡が数多く存在する。台地上の遺跡には、北から古墳・平安時代

の集落が調査された本遺跡群、古墳・奈良・平安時代の大規模な集落が検出された芝宮遺跡群・長土呂遺跡群、さらに、

南西には縄文・弥生・古墳・奈良・平安時代の遺構が密集した酋近津遺跡群がある。

今回、佐久市建設部高速交通課が地方特定道路整備事業市道S1－210号線の道路工事を行うことになり、佐久市

教育委員会が試掘調査を行った。結果、近津遺跡群内で遺構が発見されたため保護協議を行い、記録保存目的の発掘

調査を行う事となった。周防畑遺跡群内では、遺構は確認されなかった。

調査の概要

○調査遺構

竪穴住居址2軒（縄文時代中期？1、平安時代1）、土坑4基、溝状遺構1条、ピット8基。

○出土遺物

縄文土器、土師器、須恵器、鉄器。
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12　西近津遺跡Ⅳ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市長土呂17654－4

佐久市建設部高速交通課

地方特定道路整備事業市道S1－101号線（森下1）

平成19年10月11日～平成20年3月28日

770n了（開発面積1，9501d）

林　幸彦　佐々木宗昭

西近津遺跡Ⅳ位置図（1：50，000）

西近津遺跡群は、佐久・小諸両市境を南西に流下する湧玉川左岸の田切り台地上に立地する。近津神社西からJR

小海線に至る大きな遺跡群で、縄文・弥生・古墳・奈良・平安・中世の遺構や遺物が多量に知られている。鴛林城跡

が西端にある。今回の調査地点に近接した中部横断自動車道内の調査では、国内最大級の弥生時代住居址が発見され
注目を集めている。

西近津遺跡群内の長野県埋蔵文化財センター調査地点や佐久市教委調査地点では、弥生時代後期～平安各時代の竪

穴住居址が多量に検出されている。今回の西近津遺跡Ⅳでは、調査区の東端を除く範囲が竪穴住居址群の空自地帯で

あることが確認できた。縄文時代の遺構と遺物は、西方に向けて多くなることも判明した。

調査の概要

○調査遺構

竪穴住居址10軒（古墳時代後期～平安時代）、竪穴状遺構（1棟）、士坑32基、溝状遺構10条、ピット152基。

○出土遺物

縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、灰粕陶器、石器、鉄器、玉類。
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13　馬瀬口遺跡

所　在　地　佐久市瀬戸460外

調査委託者　佐久市建設部　　　　　　　　　　　　　　　　2
開発事業名　道整備交付金事業

調査期間　平成19年7月24日～8月31日（現場）

平成19年7月24日～平成20年3月28日（整理）

調査面積　900Id

調査担当者　羽毛田卓也

夜久乎プレグ鳩　1．か糊

一、邑′
馬瀬口遺跡位置図（1：50，000）

寸一一

！▼・ト’，．．、4

経過と立地

馬瀬口遺跡群は瀬戸・新子田地籍に位置し、平尾付近より南下する帯状低地に挟まれた標高685m～705m内外の

帯状徴高地上に展開する古墳時代から平安時代にかけての複合遺跡である。

今回、佐久市建設部により道整備交付金事業（佐久市瀬戸S33－191号線）が計画されたため、遺構確認のため試掘

調査を行った。その結果、対象地全体に遺構が確認されたため、保護協議を行い、記録保存を目的とする発掘調査を

実施することとなった。

調査の概要

今回の調査対象地は長野牧場内を通過する幹線道路の拡幅と改良事業であり、時間10mm以上の降雨があると、牧

場側からの雨水が幹線道路に溢れる箇所で、二次災害を防ぐため制約された調査となった。現道部分と対象地の土手

部分は掘削せずに、土手を補強し、牧場側からの雨水浸入を防ぐための土手を構築、既存の側溝の清掃、また流末側

には、表土を版築した土手を構築し、対象地に流れ込んだ雨水を道路側へ流れ出さないようにし、非常時には調査区

内が雨水沈砂池となるようにレベルを調整して各々造作を行った。

遺構

住居址：古墳時代後期－3軒、奈良時代－2軒、平安時代中期－3軒　　港状遺構：古墳時代から平安時代－5条
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馬瀬口遺跡全体図（1：1，000）
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14　金井坂遺跡

所　在　地　佐久市春日300－7番地先～佐久市協和8381－1番地先

調査委託者　佐久市建設部道路建設課

開発事業名　道路交付金事業道路改良工事　佐久市春日（東西幹線）豪

調査期間　平成19年6月26日～平成19年9月20日（現場）

平成19年7月6日～平成20年2月29日（室内）

調査面積　3，500Id

調査担当者　上原　学
金井坂遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

金井坂遺跡は、佐久市春日及び協和地籍の南北方向に延びる尾根周辺に展開し、標高は777～874mを測る。周辺

の遺跡としては、本遺跡の所在する尾根の西方向に沢を挟み中世の山城である春日城跡を望むことができる。また尾

2箇所確認できた。さらに、この岩場斜面下には川原石を組み合わせた階段遺構が確認できたことから、岩場周辺に

は今は存在しない石碑が祭られていたと推察でき、階段から中腹の岩場にかけての地域は祭事場であったと考えられ

る。年代は現存の馬頭観世音に天保14年（1843）の年号が刻まれており、また、調査後に行われた周辺の伐採作業

中に安永元年（1772）の年号が刻まれた観音像が発見されていることから、江戸後期と思われる。

尾根頂部から東斜面では、調査区の伐採、清掃作業の後、地形測量及び3基の塚、塚周辺の掘り下げ作業を実施し

た。結果、墳丘状の塚は古墳に伴う埋葬施設等は認められず、何らかの目的で作られた人為的な塚であることが確認

でき、1基の墳丘裾部からは中世後期から近世と思われる土鍋が出土した。塚調査終了後、この周辺に2×2mのグリッ

ドを千鳥状に設定し掘り下げ、表土直下の状況確認を行った。腐葉土、黒色土層下には状態の良好なローム層が存在

し、黒色土上層から近世の陶磁器、下層から土師器等の土器片が出土した。旧石器の存在を考え掘り下げたローム層

中から遺構・遺物は確認できなかった。

今回、塚周辺の遺構検出面からは、遺構の存在は確認できなかったが、土器の出土が認められるため、調査区西の

尾根頂部に広がる平坦地に住居址等の遺構が存在する可能性が伺える。墳丘についての性格は現在不明だが、周辺か

ら中・近世と思われる土鍋が出土しているため、同時期に何らかのE的で盛土された遺構と思われる。

○検出遺構　塚3基　石碑群・石組階段

○出土遺物　近世陶器・土鍋・土師器
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15　家浦遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市下小田切242－1外

佐久市高速交通課

道路改良工事

平成19年5月10日～平成20年3月31日

97Id

冨沢　一明

家浦遺跡位置図（1：50．000）

家浦遺跡は佐久市下小田切に所在する。遺跡は中沢川と片貝川に挟まれた沖積微高地に立地する。今回、市道改

良の拡幅工事に伴い佐久市高速交通課より予定地の遺跡有無について照会があった。佐久市教育委員会では予定地

に家浦遺跡が存在することを回答し、試掘調査を行うこととなった。結果、試掘調査により遺構が発見されたため、

保護協議の後に記録保存目的の発掘調査を行う事となった。

調査の概要

調査の結果は縄文時代から平安時代の遺構が検出された。今回の調査範囲は道路幅という事もあり遺跡の全容は把

握できなかったが、遺跡は東西方向へ広がることが予想され、遺物の出土状況から周辺部には集落址の展開する可能

性が指摘できる。

検出遺構　　　　土　坑　　　　　9基

溝状遺構　　　　3本
ピット

出土遺物　　　　縄文中期土器

弥生後期土器（箱清水式）

石器　土師器　須恵器

陶磁器類　砥石
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4　調査報告書

円正坊遺跡Ⅶ調査報告書　－そのト

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市岩村田1311－1、1311－7、1311＿8

林　英俊、小松正彦、井内淳一郎

医院等建設

平成14年12月12日～平成15年5月7日

約1，250Id

林　　幸彦　小林　眞寿

例言・凡例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円正坊遺跡Ⅶ位置図（1：50，m0）

1・本書は、林　英俊、小松正彦、井内淳一郎が行う医院等建設に伴う、枇杷坂遺跡群円正坊遺跡Ⅶの発掘調査
報告書である。

2．本報告書の作成は小林が行った。

3．本書及び当遺跡出土遺物等の全ての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

4・遺構の鴫記号は住居址－H、掘立柱建物址－F、土坑－D、溝址－M、竪穴建物址－Ta、ピットーPである。
5．挿図の縮尺は遺構－1／80、遺物－1／4である。例外は挿園中に縮尺を記した。

6．遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高をスケール上に「標高」として記してある。
7．土層の色調は1988年版「新版　標準土色帖」に基づいた。

8．遺物の挿図番号、写真番号、観察表番号は一致する。

9．調査区ゲリツトは公共座標（旧測地系）の区割に従い、間隔は4×4mに設定した。

10．遺構の分類・住居址の分割名称、遺物の器種分類については聖原遺跡の分類に従っている。
11．挿図中における網掛は以下のことを表す。

地　山　　　堀　方　　　柱　痕

⊂⊃　格齢　⊂⊃　●
粘　土　　　赤　彩　　　灰　袖　　　　煤

経過と立地

円正坊遺跡は枇杷坂遺跡群の東南端部分に位置し、標高700mを僅かに超える。調査地点は西・南方向に低湿地が

広がる台地の端部にあたり、地山は浅間第1軽石粒の堆積層である。過去において当遺跡群では6次に及ぶ面調査が

実施され、いずれの調査においても弥生～中世に係わる遺構・遺物が数多く検出されてきた。

今臥医院等の建設が計画され、試掘調査の結果をふまえ、建物　　0
及び地山削平箇所について面調査を実施した。

調査の概要

遺　　構　　　　　　　　　　　　　　　遺　　物

竪穴住居址－38（弥生時代～平安時代）　弥生土器

掘立柱建物址－4　　　　　　　　　　　土師器

竪穴建物址－12　　　　　　　　　　　　須恵器

土坑（中世の井戸址3基含む）　　　　　陶磁器

溝址－4　　　　　　　　　　　　　　　石器

ピットー751　　　　　　　　　　　　鉄器

基本層序

I一耕作土。

Ⅱ－浅間第1軽石流層への斬移層。本層上面で遺構の検出は可能である。

Ⅲ一浅間第1軽石流層。調査時には本層上面で遺構検出を行った。

Ⅳ一遺構覆土。

－32－
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遺構と遺物

OH1号住居址－Glグリットで検出された。調査区外に延びるため全容は不明である。カクランに切られ、D2号土

坑を切る。床面上から2基のピットが検出されているが、掘込みは浅い。カマド・炉等は調査範囲内には存在しなか

った。

出土遺物は土師器2点である。1は底部に回転糸切痕が認められる土不、2は口綾部が強く外反し、内外面にヘラミ

ガキが施される杯である。1は平安時代、2は古墳時代に比定されるものであり、本址の時期は不明である。

OH2号住居址－E2グリットで検出された。P18に切られる。調査区外に延びるため全容は不明である。2基検出

されたピットはいずれも壁下に構築されており、Plでは¢16cmの柱痕が確認された。カマド・炉等は調査範囲内には

存在しない。

出土遺物は皆無であり、時期は不明である。

OH3号住居址－H5グリットで検出された。H9、D45を切る。ピット・カマド・炉等は調査範囲内には存在しなか

った。

出土遺物は皆無であり、時期は不明である。

OH4号住居址－G4グリットで検出された。P29、35に切られ、HlO、F2、D21を切る。主柱穴、カマドは存在しな

い。

出土遺物は土師器杯・碗・ロクロ嚢、灰粕陶器椀、弥生土器嚢・壷・甑？が認められる。本土山こ伴うものは、土師

器、灰寒由陶器であり、その特徴から奈良・平安時代Ⅶ期、10C前半の実年代が想定される。尚、5には「大」の墨書

が認められる。

OH5号住居址－F2グリットで検出された。Hl、Dl、D2、D6、D7、カクランに切られる。床面上から3基、堀

方から2基検出されたピットが主柱穴か否かの判断は、本址が調査区外に延びるためできない。また、調査範囲から

は炉も認められなかった。

出土遺物としては、弥生土器だけが認められた。器種的には婆・壷・高士不・蓋が存在する。1・2・4・5・6の

5点の土器はは住居の東壁南よりの部分から集中して出土している。嚢の文様には、櫛措波状文を頚部の廉状文で分

割するものと、横羽状の櫛措文が施される2種類が認められる。6は嚢であるが内外面に赤彩が施されており、壷と

して使用されている。11の壷の頚部には鱗状に施文された「U」字文が認められる。以上の出土土器の特徴から本址

は弥生時代後期箱清水期の所産と考えられる。

OH6号住居址－B3グリットで検出された。H19、Ta4・11、D3・10・46等に切られる。北壁中央に粘土によりカ

マドが構築され、方形に4基の主柱穴が配置され、南壁下には出入口施設と考えられるピットが構築される佐久市北

部地域に認められる典型的な奈良時代の住居址形態を呈している。

出土遺物としては土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、鉄器、古銭が認められるが、本址に伴うものは1の土師

器土不、3の須恵器杯、4－6の須恵器杯蓋、8の土師器鉢、9－14の土師器武蔵嚢、23の鉄族である。これらの出土

遺物の形態的特徴から本址の時期は奈良・平安時代Ⅱ期、8C第2四半期の実年代が想定される。

OH7号住居址－G6グリットで検出された。Ta6に切られる。調査区外に延びるため、極僅かな範囲が調査対象とな

ったため、ピットや炉は検出されなかった。

出土遺物はすべて弥生土器であり、高杯・鉢・嚢・壷が認められる。土器の形態的特徴から後期箱清水期の所産と

考えられる。

OH8号住居址－ClOグリットで検出された。調査範囲外に延びるため全容は不明である。D22に切られる。Pl、P5

が主柱穴である。炉は調査範囲には存在しなかった。

出土遺物は弥生土器と石造物の屋蓋片が認められる。弥生土器には婆・壷・甑の器種があり、嚢には櫛措波状文の

物と横羽状の櫛措文の2種類が存在する。壷の頚部文様も7が櫛措の平行条線、8が櫛措の波状文であり、「T字文」
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は認められない。石造屋蓋片は中世以降の所産と思われる。円正坊に由来するものであろうか？弥生土器の特
徴から本址は後期箱清水期の所産と考えられる。

OH9号住居址－F4グリットで検出された。H4、F2、D4・21、Ta3に切られる。調査区外に延びるため全容

は不明である。Pl～P3の3基のピットは主柱穴であり、Plの左脇には土器（27）を敷いた炉が認められた。

南壁下には出入口施設と思われるピットが認められる。本址堀方の調査により、本址よりも僅かに小規模の旧
住居が検出された。旧住居には周溝が認められる。

出土遺物には弥生土器と土師器、須恵器が認められる。本址に伴うものは弥生土器である。器種は鉢・高杯・

嚢・壷がある。嚢の文様には櫛措の波状文＋廉状文と、横羽状文の2種類がある。壷の頚部文様は箆措の横羽
状文である。出土遺物の特徴から後期箱清水期の所産と考えられる。

OH10号住居址－E4グリットで検出された。H9、Tal・3、F2、D21等に切られる。前記の遺構による破壊

により本址は僅かな範囲が残存しているだけであるが、主柱穴－Pl、と土器を敷いた炉が認められた。

出土遺物には弥生土器と鉄器が認められた。弥生土器は2の鉢以外の、1－蓋、3－嚢、5・6－壷の4点

は炉体である。鉄器は角釘であり、本址に伴うものではない。出土土器の特徴から、後期箱清水期の所産であ
る。

OHl1号住居址－B2グリットで検出された。H6・25、D3・25・40・74・78・111等に切られる。また、調

査区外に延びるため、全容は不明である。Pl～P3の3基は主柱穴である。炉は調査範囲内には認められない。

出土遺物には弥生土器、土師器、須恵器、鉄器、石製品が認められる○石製品40は臼としたが、H8の石造

物の屋蓋と同一個体の可能性もある。本址に本来伴う遺物は弥生土器であり、器種は鉢・高杯・婆・壷がある。

婆の文様には櫛措波状文と横羽状文の2種類があり、壷は断片的な資料ながら、32は口唇部内側に櫛指の横羽

状文を1巡させ、33は頚部下に縄文、34は箆措の横羽状文が施される。土器の特徴から本址は後期箱清水期の
所産と考えられる。

OH12号住居址－C3グリットで検出された。H6、Ta4に切られ、北西隅部分が僅かに残存していた。付属施
設は認められない。

弥生土器の小破片が僅か認められたことや、遺構の様相、切合関係から本址を弥生時代後期箱清水期の所産
と類推した。

OH13号住居址－F6グリットで検出された。H7、Ta2・7、D16・31に切られる。また、調査区外にも延び

るため全容は不明である。北壁下の一部に周溝が存在する。P6・P7の2基のピットは主柱穴である。P7の南
には地焼炉が認められた。

出土遺物は全て弥生土器であり、多くが北東隅に集中して出土した。器種は鉢・聾・壷がある。嚢の文様に

は櫛措波状文と横羽状文の2種類がある。壷9の口唇部には縄文が施される。出土土器の特徴から本址は後期
箱清水期の所産と考えられる。

OH14号住居址－D6グリットで検出された。D26弓27、カクランに切られカマド周辺の極僅かな部分が残存

していた。カマドは構築材の粘土が両袖部分に少量残存しているだけで、堀方状態を呈していた。

出土遺物は弥生土器が3点認められるが、本址に伴う物ではない。住居の方位等から、奈良時代の所産と類
推した。

OH15号住居址－D7グリットで検出された。カクラン、D51・52に切られ、更に調査区外に延びるため全容

は不明である。床面上より検出された1基のピットの性格は不明である。また、炉は調査範囲には存在しなか
った。

出土遺物は弥生土器と鉄器であるが、鉄器は本址に伴う物ではない。弥生土器の器種には嚢・壷が認められ

る。嚢は櫛措波状、廉状文が、壷は頚部に箆措横羽状文が認められる。後期箱清水期の所産と思われる。
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OH16号住居址－D4グリットで検出された。Ta上D41・29、カクランに切られるため、全容は不明である。主柱穴

の配置は判然としないが、P7・PlOの2基は主柱穴の可能性が高い。炉は調査範囲内には認められなかった。

出土遺物には土師器と弥生土器があるが、1の底部に木葉痕が認められる土師器長胴嚢は本址に伴う物ではない。弥

生土器の器種は壷のみであるが、2は床面上から出土しており、本址の時期は後期箱清水期が想定される。

OH17号住居址－D7グリットで検出された。H15、D17・127、Mlに切られ、更に調査区外に延びるため、全容は不

明である。床面上から検出されたピットの性格は不明である。また、カマド・炉等は調査範囲内には存在しなかった。

出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

OH18号住居址－A5グリットで検出された。Tall、D35・58に切られる。Pl・P2・P4・PlOの4基のピットが主柱穴

と考えられ、D35により破壊された東南隅にカマドが構築されていたものと思われる。西半分の壁下と東壁下の一部分

に周溝が巡らされている。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、鉄器、弥生土器が認められる。弥生土器と1・2の土師器杯、10の土師器嚢

を除き本址に伴う物と思われる。土師器には碗・ロクロ婆が、須恵器には長頸壷、灰粕陶器には碗・皿・瓶、鉄器には

鉄・鎌の器種が認められる。これらの出土遺物の特徴から本址は奈良・平安時代Ⅶ期、10世紀前半の年代が比定される。

OH19号住居址－A3グリットで検出された。Tall、D36・37に切られ、H16を切る。カマドは北壁中央部分に構築さ

れるが、堀方状態になっており構造等は不明である。柱穴、周溝は有さない。

出土遺物には土師器、須恵器、鉄器、石製品が認められる。土師器には杯・皿・武蔵嚢・ロクロ婆、須恵器には杯、

鉄器には紡錘車の軸、石製品には臼の器種がある。臼の凹の緑には煤があっく付着しており、臼としてではなく灯明に

転用されていたものと思われる。これらの出土遺物の特徴から、本址は奈良・平安時代Ⅵ期、9世紀後半の年代が比定

される。

OH20号住居址－A7グリットで検出された。D56・57に切られ、調査区外に延びるため全容は不明である。P2・P4の

2基が主柱穴であり、この2基の中間に土器を敷設した炉址が検出された。北壁～東壁の壁下には周溝が巡る。

出土遺物には弥生土器とガラス小玉が認められる。弥生土器の器種には高杯・婆・壷がある。その特徴から、本址の

時期は弥生時代後期箱清水期が比定される。

OH21号住居址－Z2グリットで検出された。D72・76に切られ、全容は不明である。北壁の中央と思われる部分に石芯

を粘土で被覆したカマドが構築されている。柱穴は持たない。調査範囲には周溝も認められなかった。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、鉄器、石器があり、器種としては土師器には杯・碗・武蔵嚢・ロクロ嚢が、

須恵器には杯・杯蓋が、灰粕陶器には椀が、鉄器には刀子、石器には磨石が認められる。7の灰粕陶器碗の内面見込部

分は円滑であり、朱墨が付着していることから硯として使用されたものと思われる。以上の出土遺物の特徴から本址は

奈良・平安時代Ⅵ期、9世紀後半の年代が比定される。

OH22号住居址－Z2グリットで検出された。H21、D63・71・72・74・76に切られる。東壁の中央部に石芯を粘土で被

覆したカマドが構築される。柱穴・周溝は有さない。

出土には土師器、須恵器、灰粕陶器、鉄器があり、器種としては土師器には杯・碗、須恵器には杯・有台杯・杯蓋・

聾・壷、灰粕陶器には皿、鉄器には刀子・鎌・紡錘車・塊が認められる。12の土師器には判読不可能な墨書が、15の

須恵器杯底部には「×」？の箆記号認められる。また、18の灰粕陶器碗の見込部分は円滑である。以上の出土遺物の特

徴から奈良・平安時代Ⅵ期、9世紀後半の年代が比定される。

OH23号住居址一B5グリットで検出された。H18、DlO弓4に切られるため、全容は不明であり、主柱穴も判然としな

い。また、カマドも調査範囲には残存していなかった。

出土遺物には土師器と土製品が認められる。土師器には杯・壷・嚢・羽釜が、土製品には丸玉が認められる。3・6

は本址と重複する他遺構に帰属する平安時代の土器であり、1・2・5が本址に伴う遺物である。その形態的特徴から、

本址は奈良・平安時代I期の時期が比定される。
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OH24号住居址－Z4グリットで検出された。H7を切りD69に切られる。床面上に多くのピットが認められるが、柱穴

か否かは判然としない。また、カマドも有さないようであり住居址とは異なる遺構の可能性もある。西壁下の一部から
北壁下には周溝が巡る。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、石器が認められる。器種的には土師器には杯・碗・羽釜が、須恵器には有

台杯が、灰粕陶器には碗・耳皿・長頸瓶、石器には凹石がある。これらの出土遺物の特徴から本址は奈良・平安時代Ⅶ
期－10世紀前半の年代が比定される。

OH25号住居址－Z2グリットで検出された。D44・46・49・72に切られるo Pl～P4の4基のピットが主柱穴であり、

壁下には所謂「壁柱穴」が巡る。南壁の中央部分には壁外にトンネル状に延びる溝が穿たれる。またこの部分には出入

口施設であろう周溝とピットが存在する。カマドは北壁の中央部分に存在したものと推測されるが、D72により破壊さ
れ存在していなかった。

出土遺物には土師器、須恵器、鉄器、石器がある。器種としては土師器には、杯・武蔵嚢が、須恵器には杯・有台杯

・杯蓋・嚢が、鉄器には刀子が、石器には軽石製品・敲石・編物石・砥石・台石が存在する。本址の年代は奈良・平安
時代V期－9世紀前半である。

OH26号住居址－W4グリットで検出された。D86・92・94・99及び多数のピットに切られている。主柱穴はPl～P4

の4基であり、カマドは北壁に存在したものと思われるが、D86・99により破壊され存在しない。周溝は認められなか
った。

出土遺物には土師器、須恵器、弥生土器、鉄器があり、器種としては土師器には杯・皿・高杯・ロクロ嚢が、須恵器

には杯・杯蓋が、弥生土器には婆が、鉄器には刀子がある。土師器高杯、弥生土器嚢は本址に伴うものではない。出土

遺物の特徴から本址は奈良・平安時代Ⅵ期－9世紀後半の年代が比定される。

OH27号住居址－Z5グリットで検出された。H24、D65・69に切られる。P18eP23は主柱穴と思われるが、この2基

に対応する規模のピットは存在しないことから、方形に均等配置される4基の主柱で上屋を支える構造ではないのかも

知れない。カマドは北壁中央部分に存在するが、完全に破壊されていた。周溝は有さない。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、鉄器、石器が認められる○器種としては土師器には杯・碗・武

蔵婆が、須恵器には壷・嚢が、灰粕陶器には碗が、弥生土器には鉢・壷が、石器には敲石・磨石が、鉄器には餃具があ

る。弥生土器は本址に伴うものではない。本址の年代は奈良・平安時代Ⅵ期－9世紀後半の年代が比定される。

OH28号住居址－W6グリットで検出された。H29、D85に切られ、F4を切る。Pl～P4の4基のピットが主柱穴と思

われる。カマドは北壁の中央部分に存在するが、破壊されていた。周溝は有さない。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、鉄器が認められる。器種としては土師器には、杯・皿・武蔵賓

・ロクロ賓が、須恵器には杯・杯蓋が、灰粕陶器には碗が、弥生土器には高杯e婆・壷が、鉄器には器種不明がある。

弥生土器は本址に伴うものではない。本址の年代は奈良・平安時代Ⅴ期－9世紀前半が比定される。

OH29号住居址－W7グリットで検出された。H28を切り、D131に切られ、更に調査区外に延びるため全容は不明であ

る。P4は主柱穴の可能性が高い。カマドほ北壁中央部分に存在するが、破壊されている。周溝は認められない。

出土遺物は多く、土師器、須恵器、灰粕陶器、弥生土器、鉄器、古銭が認められるが、弥生土器・鉄器・古銭は本址

に伴うものではない。また、27の嚢は東海系の嚢と思われるものであり、本址には伴わない。器種としては、土師器に

は杯・碗・武蔵嚢・ロクロ嚢が、須恵器には杯が、灰和陶器には長頸瓶がある。本址の年代は奈良・平安時代Ⅵ期－9
世紀後半である。

OH30号住居址－W3グリットで検出された。D86elOOに切られる。柱穴と思われるピットも幾つかあるが、配置は把

握できない。カマドは認められないが、他遺構により破壊され消滅した可能性も高い。周溝は有さない。

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器、鉄器が認められる。土師器には杯・碗・ロクロ婆が、須恵器には杯・有台

杯・棄・壷が、灰粕陶器には皿・瓶が、鉄器には釘があるが、鉄釘は本址に伴うものではない。本址の年代は奈良・平
安時代Ⅶ期－10世紀前半が比定される。
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OH31号住居址－T8グリットで検出された。調査区外に延びるため全容は不明である。また、住居址ではなく、M2号

溝址に対応する溝址の可能性もある。調査範囲が狭いため、カマド、柱穴は検出されなかった。

出土遺物には土師器、須恵器が認められる。土師器には杯・ロクロ聾が、須恵器には杯の器種がある。本址の年代は

奈良・平安時代Ⅵ期－9世紀後半が比定される。

OH32号住居址－Ⅹ3グリットで検出された。H33を切り、D89・91・99・101・102・109・110・115つ21に切られる。

Pl～P4の4基が主柱穴であり、4）20cm程の柱が確認できた。壁下には周溝が巡っている。カマドは存在しなかったが、

D91により破壊され消滅したものと思われる。

出土遺物には土師器、弥生土器、土製品、鉄器、石器がある。器種としては土師器には杯・嚢が、弥生土器には高杯

・甑・婆が、土製品には紡錘車が、鉄器には釘が、石器には敲石が認められる。弥生土器・鉄器は本址に伴うものでは

ない。本址の年代は古墳時代Ⅳ期－7世紀と思われる。

OH33号住居址－Ⅹ2グリットで検出された。H32、D69・81・91・96弓02に切られるため、全容は不明である。主柱

穴は判然としない、炉址も残存していない。周溝は有さない。

出土遺物には弥生土器と石器が認められる。器種としては弥生土器には鉢・壷・嚢が、石器には凹石がある。本址は

弥生時代後期箱清水期の所産である。

OH34号住居址－Ylグリットで検出された。調査区外に延びるため全容は不明である。D64・97弓17・118つ19・120

に切られる。主柱穴は判然としない。調査範囲内にはカマドは存在しない。

出土遺物には土師器杯、須恵器杯がある。年代は奈良・平安時代I期－8世紀第1四半期と思われる。

OH35号住居址－Wlグリットで検出された。H37、D98・103・104・114等に切られ、調査区外に延びるため全容は不

明である。床面のみ残存しており出土遺物は皆無であった。

OH36号住居址－Vlグリットで検出された。D112に切られ、調査区外に延びるため全容は不明である。柱穴・カマド

・周溝等は調査範囲には存在しなかった。

出土遺物には土師器、須恵器、石器がある。器種としては土師器には杯・武蔵嚢・聾が、須恵器には杯が、石器には

台石が認められる。本址に伴う遺物は1の土師器杯、2・3の須恵器杯、5の土師器武蔵嚢、8の台石である。年代は

奈良・平安時代Ⅴ期－9世紀前半が比定される。

OH37号住居址－Ⅹ2グリットで検出された。DlO3・104等に切られ、極僅かな範囲が残存していたにすぎない。そのた

め、柱穴・カマド・炉・周溝等は認められなかった。

出土遣物としては須恵器杯、土師器杯が1点づつあるが、これにより本址の年代を判断することはできない。

OH38号住居址－DlOグリットで検出された。F3、Ta8に切られる。Pl～P4の4基のピットが主柱穴であり、P3と

P4の中間部分に土器を敷設した炉址が構築されている。周溝は有さない。

出土遺物としては、弥生土器と石器がある。器種としては弥生土器には高杯・壷・婆が石器には編物石・磨敲石・砥

石が認められる。出土遺物の形態的特徴から、本址の年代は弥生時代後期箱清水期に比定される。

OTa1号竪穴状遺構－D5グリットで検出された。カクラン、Ta3、Dllに切られ、Ta5・7、H16を切るが、Ta3－Ta

4は個々の遺構ではなく、ひとつの建築物の可能性もある。東西6間、南北2間の総柱に柱穴が配置され、柱そのもの

は¢16－20cmである。床面は脆弱であり、火処は認められない○

出土遺物には土師器、須恵器、灰粕陶器なども認められるが、混入である。本址に伴うのは角釘を主体とする鉄器と

備前の措鉢、中津川の壷ないし婆、中国龍泉窯産の達弁文青磁碗、スタンプ文が付く産地不明の火鉢であり、時期的に

は13未～14世紀が比定される。

OTa2号竪穴状遺構－E6グリットで検出された。H13を切る。調査区外に延びるため全容は不明である。Tal同様に、
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総柱構成の柱穴が並ぶものと思われる。床面は脆弱で北壁下が他の部分よりも高い。また、柱穴の状況から、建て替え

された可能性が強い。柱そのものは¢14cmと20cm前後の2種類が認められる。火処は調査範囲には存在しなかった。

出土遺物には灰粕陶器、弥生土器も認められるが、混入である。本址に伴うのは9－12の鉄器（角釘）である。

OTa3号竪穴状遺構－F5グリットで検出された。Talを切り、D4に切られるが、Talとは一連の遺構の可能性もある。

変則的ではあるが、南北2間、東西4間の総柱に柱穴は配置される。柱は¢11－20cmの規模である。床は脆弱で、火

処は存在しない。

出土遺物には灰粕陶器（内面見込み部分に朱墨付着）、弥生土器、磨製石鉄なども認められるが、混入遺物である。本

址に伴うのは7－9の鉄器（角釘）である。

OTa4号竪穴状遺構－B5グリットで検出された。H6・12・23を切り、DlOに切られる。多くのピットが床面上より検

出されたが、規則性は認められない。DlOに切られる遺構中央部分に灰の堆積層が存在した。炉址かも知れない。西壁

下の一部及び南壁下には周溝が巡る。Ta1－本址は一連の遺構の可能性が強い。

出土遺物には土師器高杯、弥生土器嚢の破片が認められるが、混入である。

OTa5号竪穴状遺構－D5グリットで検出された。Tal、Dll・12、カクランに切られる。やや東壁よりに南北2間、東

西1間の計6基のピットが均等に配置される。柱そのものの規模は¢16－18cmである。火処は認められなかった。本

址もTa1－4に連なる一連の遺構の一部分の可能性が高い。

出土遺物には弥生土器も認められるが混入である。本址に伴うものは中国製の青白磁の合子と水注、10・11の鉄器

（角釘）である。11の角釘には赤色顔料の付着が一部に認められることから、本址の木材には彩色が施されていた可能

性もある。青白磁の年代から本址の年代は13世紀と考えられる。

OTa6号竪穴状遺構－G6グリットで検出された。H7・13を切る。調査区外に延びるため全容は不明であるが、柱穴・

火処等は有さない。

出土遺物には土師器、弥生土器が認められるが本址に伴うものではない。

OTa7号竪穴状遺構－D6グリットで検出された。Tal・D23に切られ、D26・28を切る。掘り込みの大部分が消失して

おり、床面上において多数検出されたピットの性格も判然としない。東南隅から礫がまとまって出土しており、出入口

の可能性がある。火処は認められなかった。本址もTal～4に連なる一連の遺構の一部分の可能性が高い。

出土遺物としては土師器・須恵器・弥生土器が認められるが本址に伴うものではない。

OTa8号竪穴状遺構－D9グリットで検出された。D19・20に切られ、H38を切る。床面上で検出されたピットは全て

柱穴であろう。火処は認められなかった。

出土遺物としては弥生土器と土師器が認められるが本址に伴うものではない。

OTa9号竪穴状遺構－C5グリットで検出された。Ta5、D13・15に切られ、TalOを切る。床面上に検出された4基の

ピットは全て柱穴である。本址もTa1－4に連なる一連の遺構の一部分の可能性が高い。

出土遺物としては弥生土器が認められるが本址に伴うものではない。

OTa10号竪穴状遺構－C4号グリットで検出された。Ta4・5・9に切られるが、本址もTa1－4に連なる一連の遺構の

一部分の可能性が高い。床面上で検出されたピットのほとんどは柱穴であろう。火処は認められない。

出土遺物としては弥生土器が認められるが本址に伴うものではない。

OTa11号竪穴状遺構－A4グリットで検出された。H6・18等を切る。床面上に検出されたピットの性格は不明である。

出土遺物としては土師器が認められるが本址に伴うものではない。

OTa12号竪穴状遺構－Y7グリットで検出された。D77・P328に切られる。遺構を南北に2等分する線上に均等に配置
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される2基のピットが本址の主柱穴である。¢14cmの柱痕が確認された。火処は有さない。

出土遺物としては中国製青磁劃画文碗片（12C）、白磁小皿片（12C）の他、混入遺物として弥生土器が出土している。

ー39－



調査区外
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外
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C

竪　勿頸ヲ

E F

C　5　D

三一

些　2　　　6　42旦　　E F

．　　　∴－

（　標高701．77m　（

1　にぷい黄褐色上層（10Ylく4／3）耕作土。

2　灰黄褐色土屑（10YR5／2）10YR8／4ローム・¢1cm以下パミス含。

、＼＼」二王雪

H1号住居址

1　黒褐色土層（10YR3／1）パミス少含。

210YR3／卜10YR6／6ロームの混在上層。

H3号住居址

1L一一⊥＝＝良　3

1

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

囲

灰黄褐色土屑（10YI～5／2）耕作上。

にぷい黄褐色上層（10YR4／3）耕作土。

灰黄褐色土層（10YR4！2）耕作＿上。

0‘小l71’＝昌di‘’2m

にぷい黄褐色上層（10YR5／3）10YR8／4ローム多含、¢1cm以下‘パミス少含。

灰黄褐色土層（10YIミ6／2）ローム主体。

にぷい黄橙色土屑（10YR7／4）ローム主体。

杜痕（10YR3／1）。

H2号住居址

2　灰費褐色士屑（10YR5／2）粘灯上、　　0

1

‾乙「

6

H4号住居：址

第1回　Hl・H2・H3号住居址・H4号住居址（1）
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＼く↑

，13

H4号住居址（2）

H5号住居址（1）

第2図　H4号住居址（2）・H5号住居址（1）
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霧　ラ妨　莞彪
1　灰黄褐色」＿層（10YR4／2）10YR8／4ローム・パミス少含。

にぷい黄褐色土屑（10YR6／4）ローム主体。

H5号住居址（2）

忘・・1

：去こ忘：＿一気

l－i

、＼招．崇　、′
・嘲

i一！．・、－．、、

H6号住居址（1）

第3図　H5号住居址（2）・H6号住居址（1）
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〔7旦　1識5ユ　雪119某5

易
6　J K L

1，黒褐色寸層（10YR3／2）10YR8／4ローム　パミス少合n

2　にぷい黄褐色上層（10YR4／3）パミス含、10YR8／4ローム少含。

3．粘十と炭化物の堆榔軋、

4　黒褐色土間（10YR2／3）J

5　褐色土層（10YR4／4）10YR6／6ローム粒子多合。

6．にぷい茶褐色土層（10YR5′′4）10YR6／6ローム粒子合。

7‥黒褐色上層（10YR2／3）10YR6／6粒子少含′

8　にぷい黄褐色土層（10Yl13／4）。

9　黄褐色上層（10YR5／6）。

証崩　哺褐色上層（10YR3／4）10YR6／6ローム粒子・プロソク少含。

陀　黒褐色土層（10YR2／2）貼床。10YR5／6ロームブロック多含。．

詔．黄褐色上層（10YR5／6）10YR6／6ローム粒子多含。ノ

田．明黄褐色土層（10YR6／6）10YR6／6ローム粒了・多含。

四．暗褐色十層（10YR3／4）10YR6／6ローム粒了－・ロームブロック少含ハ

随．黄褐色上層（10YR5／6）10YR6／6ローム粒イ・多合，

焼」ニ（5YR7／2）。

黒褐色粘土（5YR3／1）。

間柱艇（10YR2／3）。

M N

lO　1312

”一書鵜書■葛m∴　＿　－

、1喜■二だ雪1

H6号住居址（2）
4三三二⊃

口　23

第4図　H6号住居址（2）
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（　標高7（沿．87m
0　‘小‘ロ‥VV‘）＝H　2m

（1：80）

4

H7号住居址

1．黒褐色上層（10YR2／3）粘抒‾L。パミス・10YR6／61コーム少含。

2　にぷい黄褐色上層（10YR6／3）パミス多含。

3　にぷい輩褐色土屑（10YR5／3）。

4　にぷい爵褐色土層（10YR5／3）10YR3／2含。

錮　柱痕（10YR4／2）。

［ヨ　堀方埋土。

0　‘小lP‥VV‘VV‘り　2m

（1：80）

魂⊇旦　41
旦　　4　旦

吻′

妄堕
（　標高700．30m　〈

H8号住居址（1）

第5回　H7号住居址・H8号住居址（1）
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H8号住居址（2）

第6図　H8号住居址（2）
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〇
　
　
　
珂

磯
暢
膨
膨

l　灰黄褐色土層（10YR4／2）1OYR6／6ローム・パミス含。

2　黒褐色土屑（10YR2／2）粘質土。，

310YR8／4、2／2、7／3の混在土層。　パミス含。

4　にぷい黄褐色土層（10YR7／4）ローム主体。10YR3／2少含。

5　にぷい黄褐色土層（10Yl17／4）ローム主体，ノ

6．黒褐色土屑（10YR3／2）。

7　にぷい黄橙色土層（10YR7／4）ローム主体。

8　黒色土層（10Yl12／1）炭化物の堆積。

豆LlOYR8／4ローム、2／2、7／3ロームの混在土層。

田　柱痕。

寸

　

N

」
声

矧

ノ

H9号住居址（1）

第7図　H9号住居址（1）
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厳密観痴‾‾‾

塗鎚嗣　1」

亡奈6　闇妙一冤9

」′
H9号住居址（2）

第8図　H9号住居址（2）
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D9　　□10　　ロ11

H10号住居：址

1‾T11事r
Hl1号住居址（1）

第9図　H10号住居址・H11号住居址（1）
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④

W X Y

易
一一一：l

一一　一二

AA BB CC DD

一　一1　－－

1．黒褐色土層（10YR2／2）。

2　黄褐色土層（10YR5／6）10YR2／2ブロック少含。

3，暗褐色土層（10YR3／3）ローム主体。10YR6／6ブロック含。

4．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）10YR5／6含。

5．黒褐色土層（10YR2／3）10YR6／6ブロック多含。

6　黒褐色土層（10YR2／3）。

7　褐色土層（10YR4／4）10YR2／3ブロック少含。

8．にぷい黄褐色土層（10YR5／4）10YR5／6ローム含。

9．黒色土層（10YR2／1）。

10　褐色土層（10YR4／4）10YR6／6ローム粒子多含。

11明黄褐色土層（10YR6／6）。

12　黒褐色土層（10YR2／2）10YR6／6ブロック少含。

13　にぷい黄褐色士層（10YR5／4）。

14．暗褐色土層（10YR3／3）。

性．柱痕（10YR2／2）。
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一一1－一

旦l y
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膏・、．てナ三．譜－「
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H11号住居一址（2）
第10図　H11号住居址（2）
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34

良一ヽ書。7
H11号住居址（3）

1．暗褐色土層（10YR3／4）。

H12号住居址

第11回　H11号住居址（3）・H12号住居址・H13号住居址（1）
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任、8錮岸闘誓
H13号住居址（2）

⊆　　　旦

Dl㌢易

0　標雪，認P7m　2m
l　　　　　　　　　　　　　　　　［

1．黒褐色土屑（10YR3／2）10YR7／4ローム・パミス含。

2　黒褐色土層（10YR3／2）10YR7／4ローム・パミス少含。

3　にぷい黄橙色土層（10YR7／4）ローム主体。10YR3／3少含。

4　　　1　B E F

ヵクラン　アプラ

ニーIl一二 0　標郭踪7m2m

凪　にぷい黄褐色土層（10YR7／4）ローム主体。10YR4／1多合。

■．褐灰色粘土（10YR4／1）10YR6／6ローム含。

H14号住居址

、看表■

H15号住居址

第12図　H13号住居址（2）・H14号住居址・H15号住居址
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功瘍
1．灰黄褐色土層（10YR4／2）10YR8／4ローム・パミス含。

2．黒褐色土層（10YR3／1）10YR6／6ローム少食。

3．黒色土層（10YR2／1）10YR6／6ローム少含。

4．にぷい黄橙色士層（10YR6／4）ローム主体。

5．にぷい黄橙色士層（10YR4／3）。

凶L柱痕（10YR3／2）。

＼く＝垂

喝1

二
品
昭

H I　5　　　J K L

カ瘍午

0　標専芯07m2m
】　　　　　　　　　　　　　　　　　】

1．黒色土層（10YR2／1）10YR6／6ローム・パミス少含。

2．黒色土層（10YR2／1）10YR6／6ローム・パミス多含。

3，黒色土層（10YR2／1）10YR6／6ロームプロッタ少含。

4，にぷい黄褐色土層（10YR5／3）10YR7／4ローム含。

H17号住居址
第13区I H16号住居址・H17号住居址

－52－
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1，にぷい黄褐色土層（10YR5／3）炭化物・10YR6／6ローム・パミス少含。

2．窯褐色土層（10YR3／1）10YR6／6ローム含。

3．浅黄橙色土層（10YR8／4）ローム主体。

国10YR8／4ローム、5／3、2／1の混在土屑0

細　柱痕（10YR3／1）。

標高701．00m
O l研lロー．V‘‘VV…　2m

（1：80）

瞥
⊂⊃：

ロ20（2）

＿∴．＿．．「

、＼ヒ』整式

炒イ′　〒≡「了

二者！△

－

ロ　21（3）

、＼、一一上＝瑞

、＼」臣く′4

ガ、22（5）
H18号住居址
第14回　H18号住居址
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0　警笛㌣　2m
l l

1．褐色土層（10YR4／4）パミス・10YR2／3ブロック・10YR6／6ブロック少含。

2　暗褐色土層（10YR3／3）。

3．黒褐色土層（10YR2／2）。

4　褐色土層（10YR4／6）10YR6／6ローム・粘土多含。

国　褐色土層（10YI～4／6）10YR3／2ブロック多含。

区．暗褐色土層（10YR3／3）堀方埋土。

H19号住居址

第15図　H19号住居址
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第16回　H20号住居址
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可i H22

旦6　7　2

標高701．40m
0　ト州口一’V‘‖VH‘　2m

（1：80）

1　黒褐色士層（10YR2／3）炭・パミス少含。

2　黒褐色土層（10YR2／2）炭・灰多含。

3　黒褐色土層（7．5YR2／2）10YR5／6ロームブロック主体。貼床。

監　黄褐色土屑（10YR5／6）ロームブロック主体。10YR2／3プロノク含。

阻　暗褐色土層（10YR3／4）炭・焼土粒子少含。

睨　褐色土層（10YR4／4）7，5YR5／6ローム拉ナ・75YR4／4ローム拉7－多含。

匠l　黒褐色土層（75YR2／2）H31堀方理土。炭・焼士柁了少合。

■．暗褐色粘土（75YR3／4）焼十粒子・炭少含。

価、＼票’

‾二二

「一／′　！　－■＿

H21号住居址

第17回　H21号住居址

－56－
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㊨

0　標吾霊㌣m　2m
l l

1黒褐色土屑（10YR2／2）。

2　男色土曙（10YR2／1）灰・炭合。

3　栗色土層（10YR2／1）灰・炭ブロック含。

4　黒褐色上層（10Ylミ2／2）粘土・炭・灰含。

5　黒褐色土層（10YR2／3）焼土・粘土・灰合。

6　暗褐色土層（10YR3／3）焼土・炭少含。

詔．男潤色土層（10YR2／3）カマド構築土。

固　暗褐色土層（10YR3／3）カマド構築土。

8．にぷい黄褐色粘土（10YR4／3）。

11

＼＼二⊥＿／
14

＿　＿　イ＿＿

19

‘∴チ／1

、＼二∃ij／

二（⊂≡＝）二
F I

W　①24

、Lj苧専：
16

戸〒『

－「＼・、．二
H22号住居址

第18図　H22号住居址
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ー⑦－
①5（1）

、一　　　・一

‾三二一‥‥

＿　　　2

1．にぷい黄褐色土層（10YR5／3）10YR7／4ローム・パミス含。

2　灰黄褐色士層（10YR4／2）10YR7／4ローム・パミス含．

憑．柱痕（10YR8／4）ローム主体。10YR5／3含。

ー

ー

l

＼

＼

＼

叫　矧P等IUI

堅　　5　　　3

－1∴∴・∴

万難、2

3　　　　4　3

1‾・・l∴1－1－　－・

E　　⊥　3　　ユ

1－－　－　－

2　　些　3　些

豪

1，黒褐色上岡（ユOYR3／2）パミス・10Ylミ6／6ローム少含。

2．褐灰色土層（10YR4／1）パミス・炭化物・10YR6／6ローム少含。

3　浅黄橙色土層（10YR8／4）ローム主体。10YR4／ト2／1含。

4　栗色土屑（10YR2／1）。

5　黒色土層（10YR2／1）10YR6／6ローム　パミス含。

固　窯褐色土層（10YR3／1）10YR7／4ローム・10YR2／1含。

璽‥渠色土層（10YR2／1）10YR8／4ローム少含。

H24号住居址（1）

第19図　H23号住居址・H24号住居址（1）

－58－
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〒＝「考

H24号住居址（2）

蝶享：、享

て＝〒＝
□　29

ノ

H25号住居址（1）

第20図　H24号住居址（2）・H25号住居址（1）
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＝

∴一　一　11

（　標高701．40m
0　‘小間ーV．日ソ…　2m

（1こ80）

1巽褐色十層（10YR3′′2）炭化物・10YR6／4ローム粒子・¢15mm以「パミス少貪り

2　灰黄褐色上値（10YR4／2）灰合。

3　尿の唯紙屑．、

N4　男褐色上層（10YR2／2）パミス・炭少含。

‾5　黒褐色上層（10YR2／3）10YR5／4ロームブロック・パミス含。

6　黒褐色土屑（10YR2／3）10YR5／4ロームプロノク・パミス多合し、

7　にぷい童褐色土屑（10YR5／4）10YR2／3プロノク少含、1

8　黒褐色土屑（10YR2／2）パミス・少含，

9　黒褐色I瀾（10YR2／2）炭・75YR5／8ロームフロック少含。

10　尿黄褐色土層（10YR4′′2ノ　バミス・10YR6／6少含。

11．I火黄褐色士屑（10YR4′′2）パミス・10YR6／6多合。

12　黒褐色上層（10YR2／3）。

13．にぷい黄褐色上層（10YR5／4）lOYR2／3含

1　暗褐色上層（10YR3′′3）10YR5／4ブロック少合し

15　黒褐色土間（10YR3／2）粘土含。

9廟旦旦あヱU㌶該V
12

印，璧潤色土層（10YR2／3）10Ylミ5／4ロームブロック少含ハ

望，にぷい黄褐色土層（10YR5／4）10YR5／3フロック少含。

はし　黒褐色上層（10YR2／2）10YR5／4プロノク少含

頭　黒褐色」一層（10YR2／2）10YR5／4フロック多合。

H25号住居址（2）

第21回　H25号住居址（2）

60－



Ul

旦　　　　H I

l・∴黒褐色上層（10YR3／2）炭化物・10YR6／6ローム多合。

黒褐色上層（10YR3／2）貼床。

10YR2！L S／4ローム混在土層。

柱痕（10YR2／1）。

0　標雪，芯10m　2m
I l

H26号住居址

ミ＝］二。♂

ノ

8

り

転成

IL

こ竿二二三＝妄±二幸
1　　　　1

∇

⑨　⑧　　㊦
10（1）

つ
こ．．

／

H27号住居址（1）

第22図　H26号住居址・H27号住居址（1）

ー61－
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‾　　‥　　・一一…一㌧l・‾l

H I

5　3　　　　　　3

－㍉∵∴＿

壁　　　　　Ⅹ　　M
4　3　3

「ニ∴

1黒褐色上層（10YR2／3）10YR6／6ローム多食。

2．黒褐色土層（10YR3／1）10YR6／6ローム含。

3　ユOYR2／1、8／4ローム、5／3の混在土層。

4　黒色土層（10YR2／1）10YR8／4ローム少含。

5　黒褐色上層（10YR3／1）。

固　黒褐色土層（10Ylミ3／1）10YR8／4ローム少合。

胞i浅黄橙色土屑（10YR8／4）ローム主体。10YR3／1少合。

脇　柱痕。

3　　3　　　3

BB EE

73　7　3

LIIJJ

1－了Il一・・一‥－　‾・－・

J O

4　　　　　　　5

0　標高70日Om　2m
－　（1こ？0）　　－

H27号住居址（2）

第23図　H27号住居址（2）
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1　窯栂色十層（10YR3／2）10YR7／4ローム・パミス少含。

2　黒褐色上層（10YR3／2）成合。

3　黒褐色上層（10YR3／1）10YR6／6ローム・パミス含。

窯褐色士層（1OYR3／2）10YR2／1・1OYR7／4ローム含。

1．1！こ色1＿I回（10YR2／1）10YR6／6ローム少含。

風にぷい黄得色上層（10YR7／4）ローム主体。10YR2／1少含。

1

7　　　uL「J　8

・

　

－

‾‾≡‾‾ヲ

一63－



D G　　　　些

1－－－‥

F I J

1　黒褐色土層（10YR3／1）炭化物・粘土・パミス含。

2　黒褐色土層（10YR3／2）10YIミ6／6ローム・パミス含。

3　黒色上層（10YR2／1）炭化物・灰・焼土少含。

4，黒褐色土層（10YR3／1）10YR7／4ローム少含。

5．黒褐色土屑（10YR3／1）10YR7／4ローム多含。

匡1男色土層（10YR2／1）10YR6／6ローム・炭化物含。

四．にぷい黄橙色土層（10YR7／4）ローム主体。10YR2／1少含。

剛　柱痕（10YR2ノ’1）。

10

12

、＼⊥‾戎

－rl‥‾1

－m

h
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［‾　　　千一顎彗星
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19‘2’順両

l
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≡箋
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H29号イ

拙。言21型

第25回　H29号住居址（1）
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軍拝

腰－　　⑳－⑳

4　　819　82　7347

影Z

彪
甥
仇
瑠
抽
q

旦34　FI

l∴・・l‾一一∴

堅　旦　3塑　堅　主

∴一　　丁

1，黒褐色土層（10YR3／2）10YR6／6ローム含。

2．窯色土層（10YR2／1）10YR6／6ローム少含。

3．黒褐色土層（10YR2／3）10YR8／4ローム含。

4　黒褐色土層（10YR3／1）10YR6／6ローム少含。

圏黒色土層（10YR2／1）10YR6／6ローム少含。

回10YR2／1、8ノ6ローム、4／2混在土層。

団　黒色土層（10YR2／1）10YR6／6ローム少含。

囲男色土層（10YR2／1）10YR8／4ローム、4／2多含0

［刃　黒褐色土層（10YR3／1）炭化物・10YR6／6ローム少含0

鮪．柱痕（10YR2／1）。

－iiで

1㌔二三」－■′
6

O P
‾　3　‾

飯

標高701，20m
（1．80）

H30号住居址（1）

第26回　H29号住居址（2）・H30号住居址（1）
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＠

標高7（刀．70m
0　‘小．ロー．VV‘．V…　2m

（1こ80）

1　黒褐色上層（10YR3／2）10YR7／4ローム・パミス少含。

H31号住居址

∈王君
、＼－長考

1．窯褐色土層（10YR3／1）10YR6／6ローム・パミス含。

2　黒色土層（10YR2／1）10YR7／4ローム含。

3　黒褐色土層（10YR2／3）10YR6／6ローム・′くミス含。

4．灰黄褐色土屑（10YR4／2）10YR7／4ローム多含。

5．明黄褐色土層（10YR6／6）ローム主体。10YR2／1少含。

匝110YR8／4ローム、10YR2／1の混在土軋

鼠柱痕。

些　　　主

あ須

湯3　4　3
O t

順趣
Q R

DlO感
∴－・・・l∴－

3　　　　　　　3　5

P694

タ月

H32号住居址（1）

第28図　H31号住居址・H32号住居址（1）
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声幸男

3陵

一

昭

1

ー⑬－
⊂コ⊂⊃14

吋葦誹『・：

串謙一‘＿

H32号住居址（2）

1黒褐色土層（10Ylミ3／1）10YR6／6ローム少含、炭化物含。

2．黒色土屑（10YR2／1）炭化物含。

3　窯褐色土層（10YR3／1）10YR6／6ローム少含。

団浅黄橙色土層（10YR8／4）ローム主体。10YR3／2少含。

随　柱私

田I C】

標高701．20m

H33号住居址（1）
第29図　H32号住居址（2）・H33号住居址（1）

－68－
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H33号住居址（2）

第30回　H33号住居址（2）

－69－
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④ 田仲嶺凶未　　C D

［罰．男色土層（10YR2／1）

匿L　黒色土層（10YR2／1）

国　黄褐色土層（10YR5／6）

囲　黒褐色土層（10YR2／2）

［司．黒褐色土層（10YR2／2）

匿し　黄褐色土層（10YR5／6）

D E　　　　里
詞　　　　　　　　　　　D98

、

0　標雪，霊Pm　2m
l l

¢3～5cm大パミス少含。

¢1～2cm大パミス少含。

ローム主体。¢1－5cm大パミス多含。

10YR5／6ローム・パミス多含。

パミス少含。

dl～5cm大バミス多含。

H35号住居址

旦　　　　　F

‾∵∴一　　　一‾・．一・一一・・、1

GHI

－11　－　－－　－－

（　標高701．40m　〈
0　’研l‘コ‥〉‘’「〉…　2m

（1：80）

第31図　H34号住居址・H35号住居址
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C D

ヲ咳
標高701．40m

O l小．ローー削りV…　2m
（1：80）

1男色土層（10YR2／1）10YIミ5／6ロームブロック少倉。

2　黄褐色上層（10YR5／6）10YR2／1ブロック少含。

H。6号⊆コ

0　標吾芯30m2m
l l

＼≡∃＝葛■／
1

1黒褐色土層（10YR2／2）10YR5／6ロームブロック多含。

H37号住居址
第32図　H36号住居址・H37号住居址

ー71－



1　灰黄褐色土層（10YR4／2）10YR6／6ローム・パミス少含。

2．男褐色土層（lDYR3ノ2）10YR4／3ローム少含。

3．にぷい策褐色l層（10YR7／4）10YR6／6ローム少含。

4．10YR3／2、5／3、7／4ローム混在士屑。

5．にぷい黄楕色土層（10YR7／4）ローム主体。10YR4／2含。

■．焼上。

覇．柱痕。

H38号住居址
第33図　H38号住居址

ー72－



5　6　　　5　　5　6　　　5

1．窯褐色土層（10YR2／3）¢1cm以下パミス少含。

2　黒褐色」こ層（10YR3／2）炭化物・¢1cm以下パミス・10YR8／4ローム少含。

3　にぷい貰褐色土層（10YR6／3）ローム主体。炭化物含。

4　にぷい黄褐色土屑（10YR5／3）ローム多食。

5　灰黄褐色二上層（10YR4／2）10YR7／3ローム少含。

6　にぷい黄橙色土層（10YR7／3）　ローム主体。，10YR4／2少含。

7　灰黄褐色土居（10YR5／2）10YR6／2ローム・8／4ローム少含。

8．炭化物ぼ唯積層。

勲．柱痕（10YR2／2）。

ST首…
彪
畢　　　　Ⅹ

戎咳

M　　　　　　　　　　　　些

∴‥　一一二

標高701・07m　2m
（1：80）

Ta1号竪穴状遺構（1）

第34図　Ta1号竪穴状遺構（1）
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二一子＼∈∃」式

＿▼一臣　一、か－
ロ22　　日　23

□　21

－◎－
く二二⊃14（1／2）

！‾24

l　‾‾＿　二

①　28

Ta1号竪穴状遺構（2）

l∴l‥．
I　4　J

1黒褐色土層（10YR3／2）炭化物・10YR8／4ローム含。

2．浅草橙色土層（10YR8／4）ローム主体。10YR3／2少合。

3．にぷい黄橙色土層（10YR7／3）ローム・10YR3／2含。

4　にぷい黄橙色土層（10YR7／3）。

5，にぷい貴橙色土層（10YR7／3）ローム・10YR3／2少合。

6．黒褐色土屑（10YR2／3）。

7　明貫褐色土層（10YR7／6）10YR3／2多含。

静　枝痕（10YR2／3）。
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－74－

5
　
　
　
6

‥

n

H

‥

n

u

‥

7

‥

n

H

．



1　にぷい黄橙色土層（10YR6／4）10YR7／4ローム多含。

2　にぷい黄橙色上層（10YIミ5／4）炭化物・パミス・10YR5／6ローム多含。

3．にぷい黄橙色土層（10YI（7／3）　ローム主体10YR5／4少含

4　10YR5／4、6／6ローム、3／2の混在土胴。J

5　黒褐色上層（10YR3／2）10YR8／3ローム・炭化物・パミス少含，

6　浅黄橙色土層（10YR8／4）ローム辛体。10YR3／2少含、パミス多食。

71天黄褐色十層（10YR5／2）10YR8／4ローム・パミス少含。，

隠　柱痕（10YR3／3）。
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第36図　Ta3号竪穴状遺構
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1灰黄褐色上層（10YR47′2）10YR8／4ローム含。尉化物少含。

2．黒褐色土層（10YR2／2）馴化物多含。

3　舌褐色土屑（10YR3／2）10YR5／6プロソク少含。

4　茶褐色十層（10YR5／6）1OYR2／3ブロック少含。

・，S　黒褐色士層（10YR2／3）n

石　にぷい黄褐色土居（10YR4／3）砂含J

・7∴賢褐色上層（10YR2／3）。，

臨柱痕（10YR3／2）。

Ta4号竪穴建物址
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蒙こ上長饉3

1黒褐色土層（10YR3／2）10YR6／6ローム・パミスス少含。

Ta6号竪穴建物址

第37図　Ta4号・Ta6号竪穴建物址
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1．にぷい貨褐色土層（10YR4／3）10YR6／6ローム粒了▼・炭化物・パミス少含。

2　暗褐色土層（10YR3／4）10YR4／4ブロック多含。

3　暗褐色上層（10YR3／3）10YR6／6ローム粒子少合。

4　暗褐色士層（10Ylミ3／3）10YR6／6ローム粒子・パミス少含。

5．黒褐色上層（10YR3／3）10YR6／6ローム粒子・パミス少含。

6　明黄褐色土層（10YR6／6）10YR3／3ブロック少含。

7　明黄褐色十層（10YR6／6）10YR3／3少含。

8　褐色土層（10YR4／4）10YR3／3少含、10YR6／6含。

潤　柱痕（10YR3／3）。
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Ta5号竪穴建物址

第38図　Ta5号竪穴建物址
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1黒褐色土層（10YR2／3）10YR6／6粒子少含。

2　暗褐色土層（10YR3／3）10YR6／6粒子多含。

3　明黄褐色土層（10YR6／6）10YR2／3ブロック含。

4．黒褐色土層（10YR2／3）炭多含。

5．にぷい黄褐色土層（10YR5／4）10YR6／6ローム粒子・10YR2／3ブロック含。

・＼、－血十J二♂2巨＝∃
Ta7号竪穴状遺構

叫　　可1

1灰黄褐色土屈（10YR4／2）10YR6／6ローム・パミス少含。

2．にぷい黄褐色土層（10YR7／4）ローム主体。

3　10YR8／4ローム、10YR4／2混在土層。

4，にぷい黄橙色土層（10YR5／3）10YR6／6少含。
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第39図　Ta7号竪穴状遺構・Ta8号竪穴状遺構
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1黒褐色土層（10YR2／3）10YR6／6ローム粒子少食。

2　黒褐色十屑（10YR2／3）lDYR6／6ロームブロック少含。

3　黒褐色土I田（10YR2／2）10YR6／6ロームブロック少含。

4　暗褐色土J回（10YR3／4）10YR6／6ローム粒了一多合。
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5　黒褐色十層（10YR2／3）10YR6／6粒了少含。

匝i異褐色」淵（10YR2／3）10YR6／6ローム粒子多乱10YR2／3プロノク少含0

凪明黄褐色土屑（10Yr6／6）10YR2／3プロノク少乱

Ta9号竪穴状遺構

10　＿＿．，12D Eラ7貨

肖が呈　引遡
G　　　　　星章
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M N

上　　　　土　　堅

物班
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110：‾

1－∴－　　・

L

ララ珍4

1暗褐色上層（10YR3／3）。

2　褐色土層（10YR4／6）10YR6／6・パミス多含、10YR3／3ブロック少含。

3．暗褐色土層（10YR3／4）10YR6／6ブロック少含。

4．黒褐色上層（10YR3／1）10YR5／6ローム粒子少含。

5　にぷい黄褐色土層（10YR5／41ローム粒子多含。

6　黒褐色土層（10YR2／3）パミス・10YR6／6ローム粒子少含。

7．にぷい黄褐色士層（10YR5／4）。

8　左黒褐色土層（10YR2／3）パミス少含。

9　暗褐色土層（10YR3／3）パミス・10Ylく6／6ローム・10YR3／4含。

10　暗褐色上層（10YR3／4）。

囲暗褐色土層（10YR3／4）10YR5／4ロームブロック多合口

圏にぷい黄褐色土層（10YR5／4）ローム主体。

啓亀
Ta10号竪穴状遺構

第40図　Ta9号竪穴状遺構・Ta10号竪穴状遺構

－79－



4

〔　　　　　321ノ　D

1．黒褐色土層（10YR2／3）

10YR4／3プロノク多含、炭・焼土粒子少含。

2　暗褐色土層（10YR3／4）

7．5YR5／4ローム粒子多含、炭・焼上粒了・少合。

3　暗褐色土層（10YR3／4）

10YR5／6ローム粒子多含、炭・媛士粒子少含。

4．黄褐色土屑（10YR5／6）
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1．にぷい黄褐色上層（10YR5／3）10YR7／4ローム含。

2　黒褐色土層（10YR3／2）10YR7／4ローム含。

3日栗色土層（10YR2／1）10YR5／3・10YR7／4ローム少含。

4，にぷい黄拓色土層（10YR6／4）10Ylく7／4ロ▼－ム多含。

国．にぷい黄褐色上層（10YR5／3）10YR8／4ローム多含。

欄　柱痕（10YR2／1）。
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Ta12号竪穴状遺構

第41図　Ta11号竪穴状遺構・Ta12号竪穴状遺構
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H32号住居址（1）
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